
02

08

13

22

30

公共施設白書　考えよう公共施設②
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軽自動車税の税率が変わります
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私たちが考える笛吹市①

 “ 日 本 一 桃 源 郷 ” “ 桃・ぶ ど う  日 本 一 と 温 泉 の 郷 ” “ 甲 斐 国 千 年 の 都 ”
にっぽ ん い ち

H26.10.7　第10回 ふえふき ちびっこまつり（スコレーセンター）H26.10.7　第10回 ふえふき ちびっこまつり（スコレーセンター）

広報11
2014

no.122



高齢者人口
16,945人
（23.7％）

生産年齢人口
44,159人
（62.0％）

年少人口
10,177人（14.3％）

グラフ2　人口ピラミッドの比較

将来（平成52年度）
56,598人

現在（平成22年度）
71,281人

高齢者人口
21,846人
（38.6％）

16,945人
（23.7％）

生産年齢人口
29,278 人
（51.7％）

44,159人
（62.0％）

年少人口
5,474人（9.7％）10,177人（14.3％）
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その他施設
11％

合　計
22.1万㎡

学校施設
46％

市営住宅
11％

庁舎など
10％

集会・文化
施設など
10％

体育施設 6％

保育所・児童館 6％

グラフ４　建築年度別の公共施設整備の実績（延床面積ベース）
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新耐震基準13.7万㎡（62.0％）旧耐震基準8.4万㎡（38.0％）

全体の47.0%が集中

（延床面積）
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総延床面積22.1万㎡

次回の広報ふえふき12 月号では、施設の更新費用について掲載します

考えよう！ 公共施設 ②

＜シリーズ＞ 公共施設白書

『人口減少、少子高齢化の進展とこれからの公共施設』
　白書によると、本市の人口は、平成22年9月30日現在で71,281人（住民基本台帳による）ですが、
将来人口推計では、平成52年度には
56,598人（14,683人減、－20.6%）と
なることが見込まれ、年齢階級別に見
ると、平成22年度時点で、生産年齢
人口は44,159人で総人口のうち62.0
％ だった の が、平 成52年 度 に は
29,278人に減少し51.7％となり、逆に
高齢人口が16,945人、23.7％だった
のが21,846人、38.6％になるなど、
高齢人口が増加し、生産年齢人口と年
少人口が大きく減少します（グラフ1参
照）。
　お金を生み出す世代である生産年齢
人口が減少すると、経済全体の規模が
縮小し、市の税収も減少すると予想さ
れ、その反面、人口減少・超高齢社会に対応するために必要な費用が増えることが容易に想像できます
（グラフ2参照）。
　また、人口減少、少子高齢化の進展による世代構成の変化により、子育て支援施設や学校教育施設
では余剰が発生し、高齢者を対象とした保健福祉施設の需要が高まるなど、公共施設へのニーズが変化
することが予想されます。
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38.6%

56,598人

51.7%

グラフ１　年齢階級別の人口推移

グラフ３　用途別の延床面積の割合　市の施設（50㎡未満の小規模な建
物や物置などを除く）は、172施設
（378棟）、総延床面積220,821㎡あり
ます。用途別にみると、全体の半分以
上を学校施設と市営住宅が占めていま
す。学校の割合が最も多いのは、全国
的にも共通していることです（グラフ3
参照）。
　建物の総延床面積を人口で割ること
で、他の自治体と比較する目安の一つ
となります。本市の住民一人当たりの
面積は3.39㎡で、県内市平均4.16㎡
を下回り、県内では3番目に少なくなっ
ていますが、全国平均は3.42㎡であ
り、この水準は将来的な公共施設の更新費が財政上大きな課題となる可能性があると大学の研究
機関は指摘しています。
　建築年度別の整備状況では、全体の47.0%が昭和45年度から昭和59年度にかけて集中的に整
備されています。また、全体の50％以上が建築後30年（大規模回収の目安）を経過しており、今
後10年から20年で一斉に耐用年数を迎え、更新時期が重なることが見込まれます。耐震性につい
ては、昭和56年の建築基準法改正以前に整備された旧耐震基準の建物が38.0%を占め、その内
9.5％は未耐震となっており、こちらも早急に対応しなければなりません（グラフ4参照）。
　また、道路や橋梁、上下水道施設といったインフラについても同様に老朽化が進みます。この公
共施設やインフラの老朽化への対応は避けては通れない喫緊の課題となっています。これら全ての
施設を、現状のままで大規模改修や更新をすると今後40年間で、約1,752億円の費用が必要と試
算しています。

『いつごろどれくらい建てられてきたのでしょうか』
　市民の皆さんとこれからの公共施
設のあり方について考えるためのシ
リーズ第2回目です。今回は、公共
施設白書をもとに市の現状をお知ら
せします。

03  FUEFUKI CITY 2014.11 No.122  02



年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る

方
が
い
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場
合

年
度
の
途
中
で
65
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に
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方
が
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場
合

40
歳
未
満
の
方

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

国
保
税
は
世
帯
主
あ
て
に

通
知
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
に

未
納
が
あ
る
と
…

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険（
以
下「
国
保
」）の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
の
納
期
限
内
で
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　国
保
税
は
、
国
保
制
度
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
、
国
保
税
の
納
期
限
内

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　国
保
税
の
税
額
の
内
訳
は
、
年
齢
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
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。
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。

　医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
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援
金

分
、
介
護
保
険
分
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合
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せ
て
納
め
ま

す
。　40

歳
の
誕
生
日
の
月
（
1
日
が
誕
生

日
の
方
は
そ
の
前
月
）
の
分
か
ら
介
護

保
険
分
を
納
め
ま
す
。
該
当
者
が
い
る

場
合
は
、
年
度
途
中
で
税
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
を
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
、
別
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　65
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護
保

険
分
を
計
算
し
、
国
保
の
保
険
税
と
し

て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
度
途
中
で
の

介
護
保
険
分
に
よ
る
年
税
額
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て

世
帯
主
に
納
税
通
知
書
･
納
付
書
を
送

っ
て
い
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
の
被
保

険
者
で
は
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
内
に

国
保
被
保
険
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税
の

納
付
義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
方

は
、
次
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま

す
（「
短
期
被
保
険
者
証
」の
発
行
）。

○
特
別
な
事
情
も
な
く
1
年
以
上
未
納

が
続
く
と
、
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な

る
場
合
（「
資
格
者
証
」の
発
行
）
が

あ
り
ま
す
。

○
限
度
額
認
定
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。

　ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
時
は
、

滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
が
期
限
内

に
納
め
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
市

の
徴
収
員
が
自
宅
へ
訪
問
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
徴
収
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

平成27年度から
税率（年額）

車種区分

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
2,400円
5,900円
6,000円

平成26年度まで
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
1,600円
4,700円
4,000円

50㏄以下
50㏄超90㏄以下
90㏄超125㏄以下
ミニカー
125㏄超250㏄以下
農耕作業用
その他
250㏄超

原動機付自転車

二輪の軽自動車など

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

平成28年度から
税率（年額）

車種区分
（3）重課税率

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

平成27年度から
（2）新税率
3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

（1）現行税率
3,100円3,100円三輪の軽自動車
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

営業用
自家用
営業用
自家用

貨物

四輪以上の
軽自動車　

乗用

　平成26年度税制改正において軽自動車税の税率が見直されたことにより、平成27年度
から軽自動車税の税率を変更します。

○平成27年3月31日までに新車登録した（車検証の初年度検査年月が平成27年3月以前の）軽自動
車については、上の表の「（1）現行税率」となります。

○平成27年4月1日以後に新車登録した（車検証の初年度検査年月が平成27年4月以降の）軽自動
車については、上の表の「（2）新税率」となります。

○平成28年度課税分から、初めて車両番号の指定を受けた月から起算して13年を経過した三輪以
上の軽自動車に係る軽自動車税については、上の表の「（3）重課税率」で課税されます。ただし、
電気・天然ガス・メタノール・ガソリンハイブリット自動車および被けん引車は新規検査時の税
率のままです。

　原動機付自転車およ
び二輪車などについて
は、平成27年 度から
右の表の税率となりま
す。

● 原動機付自転車・二輪の軽自動車など・小型特殊自動車・二輪の小型自動車 ●

　三輪・四輪以上の軽自動
車税については、平成27年4
月1日以降に新規取得（新規
検査）される軽四輪車など
の税率の引き上げと、グリ
ーン化を進める観点から、
新規検査から13年を経過し
た軽四輪車などについて、
平成28年度課税分から経年
車重課（税率の引き上げ）
を行います。

● 三輪・四輪以上の軽自動車 ●

軽自動車税の税率が変わります

■問合せ先　税務課　市民税担当（市役所市民窓口館）　☎055（262）4111

平成27年度から
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第
8
回
菊
の
散
歩
路
を
開
催
し
ま
す
。
春
日
居

町
中
輪
菊
愛
好
会
の
会
員
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し

た
菊
を
自
宅
の
庭
先
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
さ
わ

や
か
な
秋
空
の
下
、
菊
の
散
歩
路
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
1
日（
土
）午
前
10
時
〜
4
日（
火
）

午
後
3
時

▼
コ
ー
ス
　
J
R
春
日
居
町
駅
前
足
湯
広
場
を
起

点
と
し
た
会
員
18
軒
を
巡
る
約
10
キ
ロ
の
コ
ー

ス
と
9
軒
を
巡
る
約
3
キ
ロ
の
コ
ー
ス

※
足
湯
事
務
所
前
に
散
歩
路
の
案
内
図
が
あ
り
ま

す
。

▼
中
輪
菊
の
品
種
　
約
50
種
類
1
5
0
0
鉢
（
元

禄
・
笹
山
八
重
・
ワ
イ
ン
巨
大
・
花
て
ま
り
・

パ
リ
の
灯
火
・
ド
ー
ム
菊
な
ど
）　
※
販
売
あ
り

■
問
合
せ
先

　
春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
事
務
局
（
丸
山
）

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）5
0
0
0

　
毎
年
11
月
の
初
め
は
、
山
梨
県
産
ワ
イ
ン
の
新

酒
「
や
ま
な
し
ヌ
ー
ボ
ー
」
の
解
禁
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
解
禁
の
瞬
間
を
皆
さ
ん
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
会
場
で
は
、
ご
当
地
食
材
を
使
っ

た
料
理
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
2
日（
日
）午
後
9
時
〜
11
月
3
日

（
月
・
祝
）
午
前
1
時

▼
場
所
　
石
和
源
泉
足
湯
ひ
ろ
ば

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　石
和
温
泉
観
光
協
会

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）3
6
4
5

　
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で

柔
道
8
段
の
髙
木
長
之
助
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、
講
演
会
と
実

技
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
し
て
、
体
験
談
を
聞

い
た
り
、
実
技
体
験
を
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
小
中
学
生
・
保
護
者

▼
日
時
　
11
月
3
日（
月
・
祝
）午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
挌
技
場

▼
参
加
費
　
無
料
　

▼
持
ち
物
　
室
内
履
き
、
座
布
団
、
柔
道
着

※
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先

　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
1
1
2

秋
の
木
の
実
で
森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
森
の
ド
ン
グ
リ
や
松
ぼ
っ
く
り
な
ど

秋
の
木
の
実
や
木
々
を
使
っ
て
動
物
な

ど
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
8
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）　

▼
定
員
　
20
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

秋
の
森
ま
ん
き
つ
キ
ャ
ン
プ

　
秋
の
森
の
恵
み
を
使
っ
た
ご
飯
作
り

や
ク
ラ
フ
ト
工
作
、
夜
空
の
下
で
キ
ャ

ン
プ
体
験
を
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
15
日（
土
）正
午
〜
16
日

（
日
）午
後
3
時

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
6
0
0
0
円

県
民
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
で
乗
り
物
ま
つ
り

　
本
物
の
パ
ト
カ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
の
乗

車
体
験
や
、
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
が
無
料

で
乗
車
で
き
る
県
民
の
日
限
定
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日（
木
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
　
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ト
場

▼
講
師
　
笛
吹
警
察
署
交
通
課
・
佐
川

急
便
交
通
安
全
推
進
課

▼
参
加
費
　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
一
日
無

料
※
事
前
予
約
不
要
、
当
日
整
理
券
を
配

布
初
心
者
写
真
教
室

　
森
を
歩
き
な
が
ら
、
自
分
の
好
き
な

も
の
を
き
れ
い
に
撮
る
コ
ツ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
　
11
月
22
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
宮
田
義
之
氏
（
ミ
ヤ
タ
フ
ォ

ト
代
表
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
自
分
の
カ
メ
ラ
と
お
持
ち

の
方
は
そ
の
説
明
書

つ
る
細
工
教
室

　
ク
ズ
つ
る
を
使
っ
て
、
カ
ゴ
作
り
を

楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

　県
民
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

　サ
イ
ク
ル

カ
ー
ト
で
乗
り
物
ま
つ
り
以
外
の

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
F
A
X
、
E
メ

ー
ル
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
け
付

け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　
℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

Ｅ
メ
ー
ル

info@
kanegaw

a-park.com

　
山
廬
文
化
振
興
会
で
は
、「
芸
術
の

森
」
県
立
文
学
館
に
建
設
中
の
飯
田
龍

太
文
学
碑
の
完
成
を

記
念
し
て
、
境
川
町

に
あ
る
「
山
廬
」
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

▼
日
時

○
11
月
10
日（
月
）

午
前
10
時
〜

午
後
4
時

○
11
月
12
日（
水
）

午
前
10
時
〜

午
後
3
時

※
11
月
11
日（
火
）は

式
典
の
た
め
閉
館

▼
場
所
　
山
廬

　（
境
川
町
小
黒
坂
２

７
０
）

▼
入
場
料
　
５
０
０
円

（
山
廬
維
持
協
力

金
）

※
駐
車
場
に

限
り
が
あ

り
ま
す
の

で
係
員
の

指
示
に
従

っ
て
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
事
業

は
、
「
笛

吹
市
地
域

振
興
促
進
助
成
事
業
」
を
利
用
し
て

実
施
し
ま
す
。

■
主
催
・
問
合
せ
先

　
一
般
社
団
法
人
　
山
廬
文
化
振
興
会

　
☎
0
5
5（
2
3
4
）5
1
2
3

　平成26年度税制改正において、地域間の税源の偏在性を是正し、財政力格差の縮小を図るため、法人
市民税法人割の一部を国税化し地方交付税原資化することとなりました。
　この税制改正により、平成26年10月1日以後に開始する事業年度分から、法人市民税の法人税割の税
率が引き下げられます。

▼適用開始　平成26年10月1日以後に開
始する事業年度から適用されます。

予定申告における経過措置
　法人市民税法人税割の税制改正に伴い、平成26年10月1日以後に開始する最初の事業年度の予定申告
の法人税割額は、前事業年度の法人税割額に4.7を乗じて得た金額を前事業年度の月数で除して得た金額
とする経過措置が講じられます。

地方法人税（国税）の創設
　平成26年10月1日以後に開始する事業年度から、法人市民税法人税割の税率が引き下げられ、地方法
人税が創設されることとなりました。地方法人税は国税であり、国（税務署）に申告納付を行います。  
※地方法人税の詳細については、管轄の税務署へお問い合わせください。

法人市民税法人税割の税率が変わります

■問合せ先　税務課　市民税担当（市役所市民窓口館）　☎055（262）4111

さ
ん

　ろ

in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n

菊
の
散
歩
路

　和
の
観
賞

ヌ
ー
ボ
ー 

de
　

乾
杯
！

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン 

2
0
1
4

文
武
一
道 

〜
人
間
教
育
の
た
め

の
柔
道
講
演
会
〜

催

　し

飯
田
龍
太
文
学
碑
完
成
記
念

山
廬
特
別
公
開

森
林
公
園
金
川
の
森

11
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

▼法人市民税法人税割の税率
開始事業年度

平成26年9月30日までに開始した事業年度
平成26年10月1日以後に開始する事業年度

12.3％
9.7％（▲2.6％）

税　率

　市スポーツ推進委員会は、市民の健康増進や周辺の
歴史にふれ自然に親しむため「第8回笛吹市民ウォーク 
in かすがい」を開催します。今年度は山梨岡神社周辺
を歩き、軽スポーツを行います。

▼日時　11月23日（日・祝）
　受付　午前8時30分　開催　午前9時～正午（予定）

▼集合場所　春日居
スポーツ広場

▼持ち物
　飲み物　など

▼申込期限
　11月20日（木）
　（受付は平日  午前
9時～午後5時）

　市スポーツ推進委員会は、市民の健康増進や周辺の

市民ウォーク in かすがい市民ウォーク in かすがい

■申込・問合せ先
　生涯学習課 スポーツ推進担当　☎055（261）3338
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

ス
ポ
ー
ツ
座
談
会
・
オ
ヤ
ジ
ノ
ッ

ク
大
会

　笛
吹
市
と
山
梨
学
院
大

学
で
は
、
人
工
芝
の
野
球

場
で
硬
球
に
よ
る
ノ
ッ
ク

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
・
在
勤
の
40
歳
以

上
の
野
球
経
験
者

※
硬
球
を
使
用
す
る
た
め
、
野
球
未
経

験
者
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
野
球
経
験
者
で
あ
れ
ば
女
性
も
参
加

で
き
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
29
日（
土
）

　午
後
4
時
〜
6
時

※
雨
天
時

　11
月
30
日（
日
）

▼
場
所

　山
梨
学
院
大
学

　川
田
「
未

来
の
森
」
運
動
公
園

　野
球
場

　（
甲
府
市
川
田
1
7
6
）

▼
定
員

　20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
指
導
者

　伊
藤
彰
氏
（
山
梨
学
院
大

学
硬
式
野
球
部
監
督
・
元
プ
ロ
野
球

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
投
手
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　運
動
の
で
き
る
服
装
、
グ

ロ
ー
ブ 

な
ど

▼
申
込
期
限

　11
月
12
日（
水
）
　（
受

付
は
平
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　生
涯
学
習
課

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

競
技
別
指
導
者
研
修
会

　施
設
・

練
習
見
学

　山
梨
学
院
大

学
の
強
化
指
定

ク
ラ
ブ
の
練
習

施
設
・
練
習
を

見
学
し
、
今
後

の
指
導
に
生
か

し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間

　11
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

▼
場
所

　山
梨
学
院
大
学

　強
化
指
定

ク
ラ
ブ
各
施
設

▼
申
込
方
法

　電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
練
習
公
開
の
日
程
・
時
間
の
詳
細
は
、

事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.ygu.ac.jp/sportsl

ab/

■
申
込
先

　山
梨
学
院
大
学

　ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
室
（
受
付
は

平
日 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）

　☎
0
5
5（
2
2
4
）1
3
6
2

　℻
0
5
5（
2
2
4
）1
3
8
7

■
問
合
せ
先

　生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当（
受
付
は
平
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

　講
演
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
参
加
者

交
流
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
30
日（
日
）

　午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所

　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　和
室

▼
講
師

　村
上
公
平
氏
（
N
P
O
法
人

教
育
相
談
お
お
さ
か
理
事
・
相
談
員
）

▼
内
容

　社
会
的
ひ
き
こ
も
り
と
そ
れ

か
ら
の
社
会
参
加
を
ど
う
促
す
か
―

大
切
な
家
族
に
よ
る
援
助
と
地
域
で

で
き
る
支
援
―

▼
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ギ
タ
ー
演
奏

　渡
辺
正
氏
（
石
和
中
学
校
教
諭
）

※
こ
の
事
業
は
、「
笛
吹
市
地
域
振
興

促
進
助
成
事
業
」
を
利
用
し
て
実
施

し
ま
す
。

■
主
催
・
問
合
せ
先

　山
梨
不
登
校
の

子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
の
会
笛
吹
支

部
（
ぶ
ど
う
の
会
）
事
務
局

　☎
0
5
5
3（
4
4
）5
0
7
8

ア
イ
ヌ
文
化
展

　山
梨
県
か
ら
遠

く
離
れ
た
北
海

道
。
そ
こ
に
は
、

私
た
ち
の
知
ら
な

い
文
化
と
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

▼
期
間

　11
月
10
日（
月
）ま
で

土
器
と
灯
り
〜
そ
し
て
ク
リ
ス
マ

ス
の
世
界
へ

　灯
り
の
持
つ
優
し
さ
や
温
か
さ
が
古

代
の
土
器
を
照
ら
し
ま
す
。
幻
想
的
な

灯
り
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
灯
り
で
彩
っ
た
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
で
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

や
灯
り
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

　11
月
26
日（
水
）〜
12
月
22
日（
月
）

関
連
イ
ベ
ン
ト

○
点
灯
式

　11
月
26
日（
水
）

　午
前
9
時
30
分
か
ら

○
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
遊
戯
会

　12
月
11
日（
木
）・
12
日（
金
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

○
音
楽
と
灯
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　12
月
21
日（
日
）
　午
後
1
時
〜
3
時

灯
り
講
座

　作
品
作
り
を
楽

し
み
な
が
ら
灯
り

の
持
つ
魅
力
を
学

べ
る
講
座
で
す
。

針
金
と
和
紙
で
、

コ
ン
セ
ン
ト
ラ
イ

ト
を
作
り
ま
す
。

○
第
1
回

▼
日
時

　11
月
30
日（
日
）

　午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所

　研
修
室

▼
講
師

　生
原
き
み
ほ
氏
（
灯
り
工
房

「
庵
L
y
s
」）

▼
定
員

　10
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　3
5
0
0
円

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

作
品
を
持
っ
て
帰
る
た
め
の
袋

▼
申
込
期
間

　11
月
5
日（
水
）〜
17
日

（
月
）
　午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
火
曜
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
第
2
回
は
、
12
月
13
日（
土
）午
後
1

時
〜
3
時
に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
広
報
ふ
え
ふ
き
12
月
号
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

伝
承
切
り
紙
で

正
月
飾
り
を
作
ろ
う

　正
月
飾
り
の
切
り
紙
は
古
く
か
ら
新

し
い
年
を
迎
え
る
行
事
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

　12
月
6
日（
土
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　研
究
室

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　2
0
0
円
（
入
館
料
）

▼
申
込
期
間

　11
月
19
日（
水
）〜
12
月

5
日（
金
）
　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

30
分
（
火
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
4

時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　火
曜
日
・
祝
日

※
11
月
3
日（
月
・
祝
）は
開
館（
入
館
無
料
）

▼
入
館
料

○
一
般
・
大
学
生

　
　2
0
0
円

　（
20
人
以
上
の
団
体
は
1
6
0
円
）

○
小
・
中
・
高
校
生

　1
0
0
円

　（
20
人
以
上
の
団
体
は
80
円
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

▼
日
時

　11
月
23
日（
日
・
祝
）

　午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　甲
府
刑
務
所
（
甲
府
市
堀
之

内
町
5
0
0
）

▼
内
容

　施
設
見
学
、
受
刑
者
の
食
事

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
矯
正
関
係
資
料
の

展
示
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売

　な
ど

■
問
合
せ
先

　甲
府
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）
　

　☎
0
5
5（
2
4
1
）8
3
1
1

▼
日
時

　11
月
28
日（
金
）

○
基
調
講
演

　澤
上
篤
人

氏
「
長
期
投
資
が
も
た

ら
す
明
る
い
未
来
」

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

○
無
料
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

　午
後
4
時
〜
9
時

　※
要
予
約

　

▼
場
所

　ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
2
階

▼
入
場
・
相
談
料

　無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　日
本
F
P
協
会
山
梨
支
部

　☎
0
5
5（
2
3
6
）5
7
7
0

※

写
真
の
ラ
イ
ト
の
み
の

作
製
で
、背
後
の
ボ
ー

ド
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

春
日
居
郷
土
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

ひ
き
こ
も
り
の
講
演
と

親
た
ち
の
交
流
の
つ
ど
い

笛
吹
市
×
山
梨
学
院
大
学

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
促
進
事
業 

F
P
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
）フ
ォ
ー

ラ
ム 

in 

山
梨

甲
府
刑
務
所
矯
正
展

　バスにて芦川に
移動後、現地散策
会を行います。芦
川の歴史、兜造民
家の特徴や石垣の
景観などについて
分かりやすく解説
します。農産物直
売所「おごっそう
家」にも立ち寄り
ます。
※高低差や坂道があるため、やや健脚向きです。

▼日時　11月29日（土）（小雨決行）
集合・出発　午前8時30分
解散　午後0時30分（予定）

▼集合場所　八代支所駐車場

▼定員　25人（受付順）　 ▼参加費　無料

▼申込期間　11月4日（火）～ 21日（金）
　平日　午前8時30分～午後5時

▼申込方法　電話でお申し込みください。持ち物などにつ
いては、受付時にお伝えします。

兜造民家と石垣の風景
～中芦川・新井原現地散策会～

かぶと  づくり

■申込・問合せ先　文化財課　☎055（261）3342
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
基
礎
講
習
で
す
。

会
場
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民

▼
日
時
　
11
月
16
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
所
　
み
さ
か
桃
源
郷
公
園

▼
講
師

　
御
坂
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▼
定
員
　
50
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
雨
具
（
カ
ッ

パ
）、
飲
み
物
　
な
ど

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
を
貸
し
出
し

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
御
坂
支
所
　
地
域
住
民
課

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）2
2
7
1

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
Ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
）

初
心
者
の
方
や
、
ま
だ
お
持
ち
で
な
い

方
向
け
の
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
16
日（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
　

会
議
室

▼
定
員
　
20
人
（
先
着

順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ
パ
　

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
11
月
12
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
若
彦
路
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
館
（
休
館
　
月
曜
日
）

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）4
6
5
0

樹
木
観
察
会

　
金
川
の
森
公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら

秋
の
樹
木
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
16
日（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
　
無
料

バ
ラ
の
剪
定

　
来
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め

の
剪
定
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
コ
マ
ツ
ガ
ー
デ
ン

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
　
3
0
0
0
円

正
月
向
け
の
寄
せ
植
え
教
室

　
新
春
を
こ
と
ほ
ぐ
草
木
の
寄
せ
植
え

を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
7
日（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
　
3
5
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
の
相
談
所

（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
内
）

　
☎
0
5
5（
2
7
6
）2
0
2
0

　「
年
末
こ
そ
キ
ッ
チ
ン
を
ス
ッ
キ
リ

さ
せ
た
い
」「
キ
ッ
チ
ン
を
も
っ
と
楽

し
い
空
間
に
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

方
に
向
け
て
毎
日
の
片
付
け
の
コ
ツ

や
、
使
い
や
す
い
収
納
方
法
を
お
伝
え

し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）2
階
　
大
研

修
室
（
甲
府
市
朝
気
1
|
2
|
2
）

▼
講
師
　
塚
本
英
代
氏
（
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
主
催
　
公
益
社
団
法
人
イ
ン
テ
リ
ア

産
業
協
会
　
関
東
甲
信
越
支
部

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
山
梨
県
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会

　
☎
0
9
0
―
8
7
2
1
―
9
1
5
1

　（
斉
藤
）

　
℻
0
5
5（
2
2
7
）2
1
0
7

▼
対
象
　
高
校
生
・
保
護
者
・
教
員
、

一
般
の
方

▼
日
時

　12
月
7
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
甲
州
市
塩
山
上

於
曽
1
3
0
8
）

▼
内
容
　
学
校
・
各
学
科
の
概
要
説
明
、

授
業
の
見
学
、
体
験
実
習
、
学
生
と
の

交
流
、
学
校
内
施
設
の
見
学
　
な
ど

▼
申
込
方
法
　
当
日
の
参
加
も
で
き
ま

す
が
、
な
る
べ
く
前
日
ま
で
に
電
話
、

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
教
務
学
生
課

　
☎
0
5
5
3（
3
2
）5
2
0
1

　
℻
0
5
5
3（
3
2
）5
2
0
3

E
メ
ー
ル kyom

u@
com
m
.yitjc.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.yitjc.ac.jp

▼
日
時
　
12
月
10
日（
水
）

　
開
演
　
午
後
6
時

▼
場
所
　
い
ち

の
み
や
桃
の

里
ふ
れ
あ
い

文
化
館

▼
講
師
　
吉
岡

秀
人
氏
（
特

定
非
営
利
活

動
法
人
ジ
ャ

パ
ン
ハ
ー
ト

代
表
）

▼
定
員
　
3
5
0
人

▼
参
加
費
　
無
料
　
※
要
入
場
整
理
券

▼
申
込
期
限
　
11
月
21
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ハ
ガ
キ
・
申
込
書
1
枚
に
つ

き
、
4
人
ま
で
お
申
し
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。
受
け
付
け
後
に
代
表
者
の

方
に
入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
N
P
O
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

〒
4
0
5
|
0
0
7
4

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
8
0
6
|
2

　
℻
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
5

　
☎
0
9
0
|
4
8
1
9
|
0
8
7
4

　（
永
井
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
5
.p
lala.or.jp

/fu
r

eai/ 

　
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅
お
よ
び

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
で
は
、
現
在
空
き

室
が
あ
り
、
入
居
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
、
所

得
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
管
理
総
務
課
（
市
役
所
本
館
）

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
2

吉
岡
秀
人
氏
講
演
会

「
い
の
ち
の
大
切
さ
」

イ
ン
テ
リ
ア
を
愉
し
む
た

め
の
キ
ッ
チ
ン
収
納
術

緑
の
相
談
所

11
月
開
催
講
座

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
い
方

講
習
会

募

　集

講
座
・
教
室

笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住

宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室（
笛
吹
市
軽
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
キ
ッ
ト
御
坂
地
区
）

入居募集中の住宅
笛吹市八代定住促進住宅

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

石和上平井第一団地

八代高家団地

詳　　細

○所在地…八代町米倉1542‐5
○建築年度…平成元年度
○階数…5階建（エレベーターなし）
○構造…鉄筋コンクリート
○間取り…3DK　約53㎡
○家賃…全戸一律　月額3万6,000円
（駐車場使用料　1台月額2,000円…1
戸2台駐車可）

○所在地…石和町上平井795-1
○建設年度…平成11年度
○階数…4階建（エレベーターなし）
○構造…鉄筋コンクリート
○間取り…3LDK　約84㎡
○家賃…全戸一律　月額6万3,000円

○所在地…八代町高家80-1
○建設年度…平成9年度
○階数…3階建（エレベーターなし）
○構造…鉄筋コンクリート
○間取り…3LDK　約80㎡
○家賃…全戸一律　月額5万3,000円

　農と食と微
生物を活かし
た地域ぐるみ
で取り組むバ
イオマスの郷
づくりを目指し、市民ボランティア団
体による「土づくり学習会」を開催し
ます。参加者には、微生物活性液およ
び堆肥を毎週月・木曜日（祝日を除く）
に、この学習会で指定する場所にて無
償提供します。

▼対象　市内在住の方　　

▼日時
　○11月28日（金）　○12月12日（金）
　午後7時～ 9時

▼場所　学びの杜みさか　視聴覚室

▼内容（両日とも同じ）
　EM（有用微生物群）を使用した土づ
くりに関する最新情報　など

▼定員　各回90人（先着順）

▼参加費　無料

▼申込期限　11月21日（金）　

微生物を活用した土づくり
学習会

■申込・問合せ先　農林振興課
　農林経営担当　☎055（261）2033
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　「
い
い
日
、
い
い

日
、
毎
日
、
あ
っ

た
か
介
護
あ
り
が

と
う
」
を
念
頭
に
、

11
月
11
日
は
多
く

の
人
に
介
護
へ
の

理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
社
会

で
の
支
え
合
い
や
、
交
流
に
関
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
介
護

の
日
」
が
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　高
齢
者
が
自
分
の
人
生
を
自
ら
決
定

し
、
周
囲
か
ら
も
意
志
を
尊
重
さ
れ
た

生
活
を
送
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
誰
も

が
望
む
こ
と
で
す
。
し
か
し
現
実
に

は
、
家
族
や
親
族
な
ど
が
高
齢
者
の
人

権
を
侵
害
す
る
「
高
齢
者
虐
待
」
が
、

近
年
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　市
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る

通
報
・
相
談
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
い

ま
だ
多
く
の
高
齢
者
が
水
面
下
で
虐
待

被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
。

　高
齢
者
虐
待
は
高
齢
者
本
人
お
よ
び

介
護
者
な
ど
の
自
覚
が
な
く
て
も
、
第

三
者
か
ら
客
観
的
に
見
て
該
当
す
る
場

合
に
は
、
関
係
機
関
・
相
談
窓
口
に
ご

連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
虐
待
の
具
体
的
な
内
容
と
し

て
は
、

○
高
齢
者
の
顔
や
身
体
に
不
自
然
な
あ

ざ
が
あ
る
、
頻
繁
に
傷
が
見
ら
れ
る
。

○
高
齢
者
へ
大
き
な
声
で
怒
鳴
る
、
の

の
し
る
、
屈
辱
的
な
発
言
を
す
る
。

○
高
齢
者
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
意

図
的
に
無
視
す
る
。

○
屋
内
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
本
人
自
身

も
不
衛
生
な
状
況
に
あ
る
。

○
高
齢
者
に
必
要
な
介
護
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
介
護
者
な
ど
が
拒
否
す

る
。

○
高
齢
者
の
通
帳
を
取
り
上
げ
、
預
貯

金
や
年
金
な
ど
を
高
齢
者
の
生
活
維

持
以
外
に
利
用
す
る
。

○
高
齢
者
の
失
敗
に
対
し
て
、
罰
と
し

て
衣
類
を
脱
が
せ
裸
に
し
て
放
置
す

る
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　大
切
な
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
見
守
り
の
目
」
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

家
族
の
介
護
疲
れ
な
ど
か
ら
虐
待
を
受

け
そ
う
な
高
齢
者
や
、
実
際
に
虐
待
を

受
け
て
い
る
高
齢
者
を
い
ち
早
く
発
見

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
見
守
る
」

こ
と
で
虐
待
が
発
生
し
た
後
の
本
人
や

家
族
へ
の
支
援
な
ど
を
、
継
続
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　気
に
な
る
「
サ
イ
ン
」
を
見
か
け
た

ら
、
高
齢
福
祉
課
も
し
く
は
笛
吹
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
通
報
者
の
匿
名
性
は
守
ら
れ
ま

す
。

■
問
合
せ
先

・
高
齢
福
祉
課

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

・
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
7

　介
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

　市
内
在
住
で
介
護
を
し
て
い

る
方
、
市
内
在
住
の
方
を
介
護
し
て

い
る
方
、
介
護
に
関
心
が
あ
る
方

▼
日
時
・
講
師

○
第
1
部

　介
護
に
つ
い
て
語
り
ま
せ

ん
か

▼
日
時

　11
月
10
日（
月
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
講
師

　大
木
美
由
喜
氏
・
雨
宮
美
由

紀
氏
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
）

○
第
2
部

　自
立
を
促
す
介
助
法

▼
日
時

　12
月
1
日（
月
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
講
師

　芦
澤
歩
氏
（
峡
東
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー

　理
学
療
法
士
）

第
1
部
・
第
2
部
共
通
事
項

▼
場
所

　春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
方
法

　事
前
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　高
齢
福
祉
課

　高
齢
者
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　介
護
職
へ
の
一
層
の
就
職
促
進
を
図

る
た
め
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
関
係
事
業
所
約
20
社
が
参
加
予
定

で
す
。

▼
対
象

　介
護
の
仕
事
で
就
職
希
望
の
方

▼
日
時

　11
月
11
日（
火
）

　受
付

　午
後
1
時
30
分
か
ら

　開
催

　午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所

　ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
3
階

　（
甲
府
市
丸
の
内
1
|
1
|
17
）

▼
参
加
費

　無
料

　

▼
持
ち
物

　必
要
部
数
の
履
歴
書

※
予
約
不
要
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
・

福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

　☎
0
5
5（
2
3
2
）6
0
6
0

　（
4
1
#
）

　子
育
て
な
ど
で
離
職
中
の
女
性
を
対

象
に
、
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
提
供

や
準
備
を
行
い
、
再
就
職
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
講
座
で
す
。

▼
対
象

　就
職
を
希
望
す
る
女
性

▼
日
時

　12
月
1
日（
月
）・
2
日（
火
）

・
3
日（
水
）・
9
日（
火
）・
10
日（
水
）

・
11
日（
木
）【
6
日
間
】

　午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所

　ア
ド
ラ
ッ
ク
（
中
央
市
若
宮

49
|
7
）

▼
内
容

　履
歴
書
作
成
、
面
接
準
備
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
職
場
見
学

　な
ど

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
込
期
限

　11
月
20
日（
木
）

※
託
児
施
設
の
無
料
利
用
が
で
き
ま
す

（
未
就
学
児
の
み
、定
員
5
人
）。

■
問
合
せ
先

　山
梨
県
産
業
人
材
課

　

　☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
6
7

▼
年
金
相
談
業
務
講
座
（
年
金
制
度
の

基
礎
知
識
）（
平
成
27
年
1
月
開
講
）

※
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
塩
部
4
|
5
|
28
）

☎
0
5
5（
2
5
1
）3
2
1
0

▼
対
象

　再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技

術
を
身
に
付
け
た
い
方

▼
期
間

　平
成
27
年
1
月
6
日
〜
6
月

29
日
（
6
カ
月
）

▼
場
所

　山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ

ー
（
甲
府
市
中
小
河
原
町
4
0
3
|

1
）

▼
コ
ー
ス

　機
械
C
A
D
／
N
C
科
、

金
属
加
工
科
、
電
気
設
備
科
、
建
築

C
A
D
サ
ー
ビ
ス
科
、
住
宅
技
術
科

▼
受
講
料

　無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▼
申
込
期
限

　12
月
3
日（
水
）

▼
申
込
方
法

　住
所
ま
た
は
居
所
を
管

轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5（
2
4
2
）3
0
6
6

　み
な
さ
ん
ご
存
じ
「
キ
ャ
ン
・
ユ
ー

・
ス
ピ
ー
ク
甲
州
弁
？
」
の
著
者
で
あ

る
五
緒
川
津
平
太
さ
ん
を
お
招
き
し
て

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

　「
花
子
と
ア
ン
」
の
放
送
後
、
一
躍

有
名
に
な
っ
た
甲
州
弁
で
す
が
、
県
外

の
人
を
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。
い
つ
も
使
っ
て

い
る
甲
州
弁
の
面
白
さ
を
再
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

（
入
場
無
料
）

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
26
日（
水
）
　八
代
総
合
会
館

○
12
月
3
日（
水
）
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
12
月
8
日（
月
）
　境
川
総
合
会
館

　開
場

　午
後
1
時

　開
催

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
内
容
（
3
回
と
も
同
じ
）

○
第
一
部

　笑
っ
て
介
護
予
防
！

「
て
っ
！
こ
ん
ね
に
笑
っ
て
い
い
ず

ら
か
」

〜
甲
州
弁
は
こ
ん
な
に
奥
深
い
〜

講
師

　五
緒
川
津
平
太
氏

○
第
二
部

　高
齢
者
実
態
把
握
「
元
気

度
チ
ェ
ッ
ク
笛
吹
」
の
結
果
か
ら
…

「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
る
た
め
の

秘
訣
…
」

※
事
前
申
し
込
み
不
要

※
送
迎
バ
ス
を
ご
希
望
の
方
の
み
、
高

齢
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
バ
ス
の
乗
降
場
所
（
お
住
ま
い
の

近
く
）
と
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　高
齢
福
祉
課

　高
齢
者
支
援
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

　お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

　（
つ
る
か
め
塾
参
加
者
は
除
く
）

ご
っ
ち
ょ
が
わ

つ
っ
ぺ
い
た

山
梨
県
事
業「
女
性
の
再
就

職
支
援
訓
練
」受
講
生
募
集

再
就
職
を
目
指
す
方
へ

「
職
業
訓
練
受
講
者
」募
集

介
護
就
職
デ
イ

福
祉
関
係
就
職
面
接
会

健
康
・
福
祉

あ
の
五
緒
川
津
平
太
さ
ん

が
や
っ
て
く
る
！

介
護
予
防
講
演
会

気
に
な
る
サ
イ
ン
を
見
か
け
た
ら

〜
高
齢
者
の
虐
待
防
止
〜

ピ
ー
チ
ピ
チ
体
操
教
室

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

家
族
介
護
教
室

ピーチ④
春日居

▼定員 25人

11月12日・19日
・26日、12月3日
・10日・17日（各
水曜日）午後7時
30分～ 9時

1月14日・21日・
28日、2月4日・
18日・25日（各
水曜日）午後1時
30分～ 3時

椅子での体操を
学びたい

とにかく体を動
かしたい

春日居福祉保健
センター

教室名 内　容 日　程

ピーチ③
石　和

▼定員 20人

場　所

市役所
保健福祉館3階

■申込・問合せ先　高齢福祉課  高齢者支援担当  ☎055（261）1902
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　子
育
て
中
の
方
や

再
就
職
を
希
望
す
る

方
な
ど
を
対
象
に
、

峡
東
地
域
の
病
院
13

施
設
に
よ
る
就
職
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
27
日（
木
）

　受
付

　午
前
10
時
〜
正
午

　終
了

　午
後
1
時

▼
場
所

　東
山
梨
合
同
庁
舎
（
峡
東
保

健
所
）
　1
0
1
会
議
室
（
山
梨
市

下
井
尻
1
2
6
|
1
）

▼
内
容

　医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向

け
た
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
託
児
あ
り

■
問
合
せ
先

　峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

（
峡
東
保
健
所
）
　健
康
支
援
課

　

　☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
3

　市
の
財
産
で
あ
る
温
泉
を
健
康
づ
く

り
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
温
泉
活

用
健
康
づ
く
り
講
座
「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス

コ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
医
師

に
運
動
や
温
泉
入
浴
を
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
市
民

▼
場
所

　ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

　

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　5
0
0
0
円

▼
申
込
期
間

　11
月
4
日（
火
）〜
14
日（
金
）

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

日
中
の
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

※
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
ふ
え
ふ

き
9
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
2

　障
が
い
者
に
対
す
る
乗
り
合
い
バ
ス

運
賃
の
割
引
は
、
こ
れ
ま
で
身
体
障
が

い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
8
月
1
日
か
ら
精
神

障
が
い
者
も
割
引
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

▼
割
引
の
対
象

　精
神
保
健
お
よ
び
精

神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
45

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
介
護
人

※
割
引
と
な
る
介
護
人
の
対
象
に
つ
い

て
は
、
乗
り
合
い
バ
ス
事
業
者
に
よ

り
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

▼
適
用
路
線

　県
内
一
般
乗
り
合
い
バ

ス
路
線
（
高
速
バ
ス
を
除
く
）

▼
運
賃
割
引
額

　

○
普
通
旅
客
運
賃  

5
割
引
き

○
定
期
旅
客
運
賃  

3
割
引
き

※
特
殊
定
期
券
の
種
類
に
よ
っ
て
は
割

引
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▼
利
用
方
法

　乗
り
合
い
バ
ス
利
用
時

に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
割
引
実
施
事
業
者

　山
梨

　交
通
㈱
・
山
交
タ
ウ
ン
コ

ー
チ
㈱
・
富
士
急
山
梨
バ

ス
㈱
・
富
士
急
平
和
観
光

㈱
・
㈱
栄
和
交
通

■
問
合
せ
先

　一
般
社
団
法
人

　山
梨
県
バ
ス
協
会

　☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
0
1

　ま
た
は
各
乗
り
合
い
バ
ス
事
業
者

香山リカ氏講演会
「こころの処方箋～こころ豊かに生きるために～」
　市では、市民の皆さんのこころの健康のために、講演会を開催します。今年
度は、テレビやラジオなどでご活躍の香山リカ先生をお招きします。
　忙しい毎日、こころ豊かに生きるために、こころにも栄養補給しませんか。
自分と身近な人が、笑顔で暮らせるように、香山先生のほっとするお話をぜひ
聞きに来てください。

▼対象　市民

▼日時　11月29日(土) 　開場　午後1時　　講演　午後1時30分～ 3時

▼場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館　多目的ホール

▼入場料　無料

▼申込期限　11月14日（金）

▼申込方法　申込書にご記入の上、持参、郵送またはファックスにて健康づくり課までお申し込みくださ
い。1枚で3人まで申し込みができ
ます。申し込み多数の場合は抽選
をします。抽選後、決定通知兼入
場券を発送します。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※3歳以上未就学のお子さんをお預か
りします。希望者は申込時にお伝
えください。

■申込先
・〒406-0031 笛吹市石和町市部800  
笛吹市役所 健康づくり課（市役所
保健福祉館）
・FAX 055（262）1272
■問合せ先　
・健康づくり課　☎055（261）1901
・福祉総務課　　☎055（262）1273

※申込書はコピーしてお使いくださ
い。

平成26年度  香山リカ氏講演会「こころの処方箋～こころ豊かに生きるために～」申込書

〒 住所 笛吹市

代表者電話番号
連絡の取れる電話番号

申込代表者氏名
男
・
女

生年
月日

大・昭・平

年　  　月  　　日 歳

男
・
女

生年
月日

大・昭・平

年　  　月  　　日 歳

男
・
女

生年
月日

大・昭・平

年　  　月  　　日 歳

フリガナ

フリガナ

フリガナ

申込者氏名

申込者氏名

精
神
障
が
い
者
へ
の
乗
り

合
い
バ
ス
運
賃
の
割
引

温
泉
活
用
健
康
づ
く
り

講
座

峡
東
地
域
看
護
職

就
職
説
明
会

　皆さんの善意に支えられる献血で、
病気やけがで苦しむ人が救われます。
温かいご協力をお願いします。

▼日時・場所
○11月12日（水）
午前9時30分～11時30分
午後0時30分～3時30分
八代支所　駐車場
○11月17日（月）
午前9時30分～11時30分
御坂支所　駐車場

▼持ち物
献血カードま
たは、本人確
認のできるも
の（運転免許
証、各種保険
証など）

受 付
午前9時～10時

～献血にご協力を～
気軽にできるボランティア

■問合せ先　健康づくり課
　健康企画担当　☎055（261）1901

Ⅱコース

講座後の
採　血

事前の
採　血
1回目
2回目
3回目
4回目
5回目

3月11日(水)

1月13日
1月19日
2月2日
2月16日
3月2日

(火)
(月)
(月)
(月)
(月)

1月6日(火) 受 付午前9時～10時

受 付
午前10時～10時30分

講 座
午前10時30分～正午

　普段の自分と違う心身の調子の変化に気
付いたら、また周囲の方であれば、いつも
と違う相手の様子に気付いたら、一度はう
つ病を思い浮かべてください。早期発見の
ためにも、ぜひチェックしてみてください。

うつ状態でみられる症状（宮岡等：内科医のための
精神症状の見方と対応、医学書院、1995を改変）
○自分で感じる症状　憂うつ、気分が重い、気分が沈む、
悲しい、不安である、イライラする、元気がない、集中
力がない、好きなこともやりたくない、細かいことが気
になる、悪いことをしたように感じて自分を責める、物
事を悪い方へ考える、死にたくなる、眠れない
○周囲から見て分かる症状　表情が暗い、涙もろい、反応
が遅い、落ち着かない、飲酒量が増える
○体に出る症状　食欲がない、体がだるい、疲れやすい、
性欲がない、頭痛、肩こり、動悸、胃の不快感、便秘が
ち、めまい、口が渇く

こんな症状ありませんか？
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

わ
か
ば
ほ
い
く
え
ん

マ
マ
・
パ
パ
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト

　ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
演
奏
し
て

く
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
優
雅

な
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　未
就
園
児
親
子

▼
日
時

　11
月
27
日（
木
）

　受
付

　午
前
10
時
15
分
か
ら

　開
催

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所

　わ
か
ば
保
育
園

　遊
戯
室

▼
演
奏
者

　金
子
い
つ
子
氏

▼
定
員

　30
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　飲
み
物
、
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品

▼
申
込
開
始

　11
月
4
日（
火
）
　午
後
1
時
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　わ
か
ば
ほ
い
く
え
ん

　☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
8
0

　お
子
さ
ん
の
食
事
で
悩
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
栄
養
士
に
よ

る
幼
児
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調
理
の
工
夫
や
好

き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
食
べ
に
く
い
食

材
を
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
た
ら
よ
い

か
分
か
り
ま
し
た
」「
味
付
け
が
濃
か

っ
た
の
で
気
を
付
け
よ
う
と
思
い
ま

す
」
な
ど
と
、
家
庭
の
食
事
を
振
り
返

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

▼
日
時

　11
月
6
日（
木
）

　受
付

　午
前
9
時
30
分
〜
9
時
40
分

　終
了

　午
前
11
時
30
分

▼
場
所

　市
役
所
保
健
福
祉
館

▼
内
容

　簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者

の
み
）

▼
定
員

　20
組

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

　※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に

は
、
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
託
児
希
望
の
方
は
申
込
時

に
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　母
子
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

▼
日
時

　11
月
8
日（
土
）

　午
前
10
時
〜
正
午

　※
雨
天
中
止

▼
場
所

　お
ら
ん
と
う
の
森
（
御
坂
町

八
反
田
）

▼
持
ち
物

　水
筒
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど
の
身
の
回
り
品

※
サ
ツ
マ
イ
モ
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま

す
（
1
本
1
0
0
円
）。

※
天
気
の
良
い
日
で
も
長
袖
・
長
ズ
ボ

ン
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
は
不
可
、
大

人
の
方
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

※
要
予
約

■
申
込
・
問
合
せ
先

　御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8

　子
ど
も
た
ち
は
地
域

の
宝
。
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
春
日
居
愛
育
班
で

は
、
子
育
て
奮
闘
中
の

お
母
さ
ん
方
を
さ
さ
や
か
で
す
が
、
地

域
で
見
守
り
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

　恒
例
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
「
愛
愛
ラ

ン
ド
」
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
遊
び
、

大
型
絵
本
、
工
作
な
ど
楽
し
い
こ
と
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
参
加
し
た
親
子

に
は
、
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
乳
幼
児
〜
就
学

前
の
親
子
や
祖
父
母

▼
日
時

　11
月
12
日（
水
）

　受
付

　午
前
9
時
30
分
か
ら

　開
催

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
春
日
居
町
の
方
は
、
各
地

区
の
愛
育
役
員
の
方
へ
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　母
子
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
我
が
家
の
耐
震

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象
建
築
物

○
木
造
の
2
階
建
て
以
下
の
専
用
住
宅

ま
た
は
併
用
住
宅
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ

ー
工
法
を
除
く
）

○
共
同
住
宅
・
長
屋
建
て
住
宅
以
外
の

も
の

▼
日
時

　11
月
16
日（
日
）

　午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所

　八
代
支
所
駐
車
場
（
八
代
ふ

れ
あ
い
祭
り
会
場
内
）

▼
申
込
方
法

　会
場
内
「
建
築
士
会
石
和

支
部
」
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　（
一
社
）
山
梨
県
建
築

士
会

　石
和
支
部
（
佐
藤
）

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
2
2
3

H
a
p
p
y
 S
p
a
c
e

　
　
　
　
　ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

11
月
の
ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア

　オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
親
子
の
き
ず
な

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の

心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や
マ
マ
友
と
の
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時

　11
月
13
日
・
20
日
・
27
日
（
各
木
曜

日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

　つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

　N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員

　10
組

※
最
少
実
施
組
数
3
組

▼
参
加
費

　3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
き
音

楽
C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

　普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

　N
P
O
法
人

　Happy Space 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

き
っ
ず
い
さ
わ

第
2
回

　親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

〜
遊
び
は
脳
の
栄
養
素
〜

　乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の
発
達
に
と
っ

て
、
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
す
遊
び
や

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
触
る
と
い
う
遊
び

は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
子
ど
も
に
と

っ
て
遊
び
が
ど
の
よ
う
に
大
切
な
の

か
、
そ
の
目
的
や
意
味
を
健
康
科
学
大

学
の
原
國
優
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
親
子
で
触
れ
合

っ
て
身
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
遊
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　生
後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時

　11
月
14
日（
金
）

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　石
和
第
五
保
育
所

　ホ
ー
ル

▼
定
員

　10
組

　▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　お
子
さ
ん
の
身
の
回
り

品
、
飲
み
物

▼
申
込
期
間

　11
月
4
日（
火
）〜
13
日

（
木
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　き
っ
ず
い
さ
わ

　☎
0
5
5（
2
2
5
）5
0
5
7

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

「
い
い
歯
の
日
」
虫
歯
ゼ
ロ
教
室

　歯
科
衛
生
士
の
伊
藤
由
美
香
さ
ん
に

よ
る
歯
磨
き
教
室
で
す
。
楽

し
く
磨
け
る
コ
ツ
や
実
際
に

歯
磨
き
指
導
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
18
日（
火
）

　 午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー

　き
っ
ず
や
つ
し
ろ

▼
持
ち
物

　子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

■
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

き
っ
ず
み
さ
か

ホ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う

　運
動
す
る
の
が
気
持
ち
良
い
季
節
で

す
。
マ
マ
や
パ
パ
と
一
緒
に
ホ
ー
ル
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　未
就
園
児
親
子

　

▼
日
時

　11
月
18
日（
火
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

　遊
戯

室
（
ホ
ー
ル
）

▼
持
ち
物

　水
筒
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど
の
身
の
回
り
品

　※
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

　同
じ
誕
生
月
の
友
達
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
作
り
を
し

て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　表
に
該
当
の
あ
る
市
内
在
住

の
親
子

▼
場
所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
っ
ず
み
さ
か

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
期
限

　1
回
目
の
活
動
日
前
日

■
申
込
・
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　き
っ
ず
み
さ
か

　☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8

「
お
ら
ん
と
う
の
森
」
で

や
き
い
も
会

春
日
居
愛
育
班

「
愛
愛
ラ
ン
ド
」

子 
育 

て

生
活
・
環
境

無
料
簡
易
耐
震
診
断

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

情
報

定員

1月
9日（金）
16日（金）
23日（金）
30日（金）

午前
11時20分～
11時50分

サークル名

10組

　

10組

　

10組

対象年齢 活動日 時　間

午前10時～
10時30分

午前
10時40分～
11時10分

活動内容

平成25年12
月・26年1月
生まれ

平成24年12
月・25 年1月
生まれ

平成23年12
月・24 年1月
生まれ

パ
ク
パ
ク
教
室

（
幼
児
食
教
室
）

託児付き
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もうすぐ
１才

もうすぐ
２才

もうすぐ
３才

【1回目】
自己紹介・
おしゃべりタイム
【2回目】
誕生日カード作り
【3回目】
スタンプで
手型・足型
【4回目】
お誕生日会



催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

年
末
調
整
等
説
明
会

　給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
26

年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時

　11
月
25
日（
火
）

　午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先

・
年
末
調
整
の
仕
方
お
よ
び
源
泉
所
得

税
関
係
に
つ
い
て

　山
梨
税
務
署

　法
人
課
税
第
1
部
門

　源
泉
所
得
税
担
当

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　（
内
線
6
2
）

・
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

　山
梨
税
務
署

　管
理
運
営
部
門

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　（
内
線
2
8
）

・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
お

よ
び
住
民
税
に
つ
い
て

　市
役
所 

税
務
課 

市
民
税
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

源
泉
所
得
税
の
納
付
は

「
e
ー

T
a
x
」
の
利
用
が
便
利
で
す

　源
泉
徴
収
票
や
各
種
支
払
調
書
も
、

税
務
署
に
足
を
運
ば
ず
に
提
出
で
き
ま

す
。「
e
―

T
a
x
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し

た
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
で
す
。
詳

し
く
は
、「
e
―

T
a
x
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

青
色
・
白
色
決
算
説
明
会

　税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
に
向
け
て

決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

青
色
決
算
説
明
会

▼
日
時

　12
月
4
日（
木
）

　午
前
の
部

　午
前
10
時
〜
正
午

　午
後
の
部

　午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　3
時
30
分

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階

　資
料
展
示
室

白
色
決
算
説
明
会

▼
日
時

　12
月
10
日（
水
）

　午
前
の
部

　午
前
10
時
〜
正
午

　午
後
の
部

　午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　3
時
30
分

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ

▼
場
所

　山
梨
市
役
所
西
館
5
階

　5
0
2
会
議
室

青
色
・
白
色
共
通
説
明
内
容

①
確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

②
帳
簿
の
締
め
切
り
方
お
よ
び
家
事
費

・
家
事
関
連
費
と
必
要
経
費
の
区
分
の

仕
方
な
ど

③
収
支
内
訳
書
ま
た
は
青
色
申
告
決
算

書
の
書
き
方

④
消
費
税
等
の
決
算
方
法
な
ど

⑤
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
お
よ
び
「
e
―

Tax
」

の
概
要

⑥
そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要

で
す　個

人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を

行
う
全
て
の
方
は
、
平
成
26
年
1
月
か

ら
記
帳
と
帳
簿
な
ど
の
保
存
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳

簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。　詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

■
問
合
せ
先

　山
梨
税
務
署

　個
人
課
税
第
1
部
門

　指
導
担
当

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　（
内
線
3
2
）

〜
納
税
証
明
の
電
子
申
請
が
便
利
で
お

得
で
す
〜

　詳
細
は
、
管
理
運
営
部
門
ま
で 

〜
平
成
27
年
1
月
か
ら
相
続
税
の
基
礎

控
除
が
下
が
り
ま
す
〜 

　詳
細
は
、
資
産
課
税
部
門
ま
で

　東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
の
税

理
士
2
人
が
、
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
12
日（
水
）

　午
前
10
時
〜
正
午

　午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　イ
オ
ン
石
和
店
2
階

▼
持
ち
物

　参
考
に
な
る
書
類

　な
ど

※
予
約
不
要

■
問
合
せ
先

・
山
梨
税
務
署

　総
務
課

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

・
東
京
地
方
税
理
士
会

　甲
府
支
部

　☎
0
5
5（
2
3
3
）1
3
1
8

農
地
の
権
利
移
動

　農
地
を
耕
作
目
的

で
売
買
し
た
り
貸
借

す
る
場
合
は
、
農
地

法
な
ど
の
規
定
に
よ

り
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
を
受
け
ず
に

売
買
な
ど
を
し
て
代
金
を
支
払
っ
た
と

し
て
も
、
所
有
権
移
転
な
ど
の
登
記
は

で
き
ま
せ
ん
し
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

　許
可
申
請
は
農
地
所
有
者
で
あ
る

「
売
主
ま
た
は
貸
主
」
と
「
買
主
ま
た

は
借
主
」
の
2
者
で
行
い
ま
す
。

農
地
の
転
用

　農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す

る
こ
と
を
「
農
地
転
用
」
と
い
い
、
農

地
転
用
を
す
る
場
合
は
農
地
法
に
基
づ

く
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
農
地
転
用
と
は
、
具
体
的
に
言
う

と
、
農
地
に
区
画
形
成
の
変
更
を
加
え

て
住
宅
地
や
工
業
用
地
、
道
路
な
ど
の

用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

区
画
形
成
に
変
更
を
加
え
な
く
て
も
、

駐
車
場
や
資
材
置
き
場
な
ど
の
よ
う
に

農
地
を
農
地
で
な
い
状
態
に
す
る
行
為

も
農
地
転
用
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
一
時
的
に
資
材
置
き
場
や
、

作
業
員
事
務
所
な
ど
に
す
る
場
合
も
農

地
転
用
と
な
り
ま
す
。
農
地
の
所
有
者

本
人
が
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
も
許

可
が
必
要
で
、
許
可
申
請
は
農
地
の
所

有
者
が
行
い
ま
す
。

農
地
の
権
利
移
動
と
転
用
を
同
時

に
行
う
場
合
も
許
可
申
請
を

　事
業
者
な
ど
が
農
地
を
買
う
な
ど
し

て
、
家
を
建
て
宅
地
な
ど
に
す
る
場
合

に
も
許
可
が
必
要
で
、
許
可
申
請
は
農

地
所
有
者
（
売
主
ま
た
は
貸
主
）
と
転

用
事
業
者
（
買
主
ま
た
は
借
主
）
の
2

者
で
行
い
ま
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
「
無
断

転
用
」「
違
反
転
用
」
に
は
罰
則

が
あ
り
ま
す

　農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い

無
断
転
用
や
、
農
地
転
用
の
許
可
を
受

け
て
い
る
が
申
請
内
容
と
異
な
っ
た
転

用
を
行
っ
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反
と

し
て
工
事
の
中
止
や
元
の
農
地
に
復
元

さ
せ
る
な
ど
の
命
令
が
下
り
ま
す
。

　

　こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
3
年
以

下
の
懲
役
、
3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
地
転
用
の

行
為
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
農
地
転
用

の
許
可
申
請
を
行
い
、
申
請
内
容
の
と

お
り
転
用
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　農
業
委
員
会
事
務
局

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
斡
旋
図
書

○
農
業
日
誌

　
　
　
　1
2
1
5
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

　1
2
1
5
円

○
新
農
家
暦

　
　
　
　
　4
1
6
円

▼
申
込
期
限

　12
月
4
日（
木
）
　午
後
5
時

※
こ
れ
以
後
の
購
入
は
、
個
人
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　農
林
振
興
課

　農
林
経
営
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
3

　ま
た
は
各
支
所

　厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
甲
府
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　甲
府
年
金
事
務
所

　☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
3
1

平
成
27
年
度
版

農
業
日
誌
な
ど
の
斡
旋

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」で
す

山
梨
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

相

　談

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用

に
は
許
可
が
必
要
な
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？

税
の
無
料
相
談
会

　市は、市内の憩いの場や道路沿いなどに花を育てたい地区・
住民の団体などへ花の苗や種を配布しています。
　今年も、花苗配布事業を利用して、多くの団体が花苗の支給
を受けました。今後も、花のあるまちづくりを目指して事業を
推進します。まずは、公共空地があり、花が大好きな方は、仲
間と一緒に申請してください。

▼配布方法　申請受け付け後、決定通知書を送付します。その
後、時間を調整し配達します。

花のあるまちづくりを応援　
～花のまちづくり花苗配布事業～

■問合せ先　市民活動支援課  市民生活担当  ☎055（262）4111
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　「
第
66
回
人
権
週
間
」（
12
月
4
日
〜

10
日
）
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め
や
、
差

別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、
人

権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
救
済
を
図
り
ま

す
。

▼
日
時
　
12
月
4
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル
　
　

▼
相
談
料
　
無
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
就
農
、
営
農
に
対
す
る
相
談
、
質
問

に
個
別
に
対
応
し
ま
す
（
就
農
支
援
関

連
制
度
の
紹
介
、
農
地
確
保
の
相
談
、

栽
培
技
術
の
相
談
な
ど
）。

▼
対
象
　
笛
吹
市
に
就
農
を
予
定
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、

新
規
参
入
者
、
企
業
・
法
人
な
ど
）

▼
日
時
　
12
月
21
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
1
階  

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー

ル
▼
申
込
期
限
　
12
月
12
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
申
込
書
に

記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
峡
東
農
務
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
峡
東
農
務
事
務

所
　
農
業
農
村
支
援
課
（
峡
東
地
域

普
及
セ
ン
タ
ー
）
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
0
7

　
℻
0
5
5
3（
2
0
）2
7
0
9

　
労
働
条
件
で
お
悩
み
の
労
働
者
の

方
、
企
業
経
営
者
の
方
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
開
設
日
時

　
平
成
27
年
3
月
31
日（
火
）ま
で

○
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
後
5
時
〜
10
時

○
土
・
日
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
12
月
6
日（
土
）は
正
午
〜
午
後
5
時

※
12
月
29
日（
月
）〜
平
成
27
年
1
月
3

日（
土
）は
除
く

■
相
談
電
話
番
号

労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
厚

生
労
働
省
委
託
事
業
）

☎
0
1
2
0
|
8
1
1
|
6
1
0

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
市
消
防
本
部
で
は
、
11
月
1
日
か
ら

消
防
自
動
車
の
緊
急
出
動
時
の
サ
イ
レ

ン
音
を
次
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
火
災

な
ど
に
出
動
し
ま
す
。

○
火
災
の
出
動
時

「
ウ
ー
・
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

（
サ
イ
レ
ン
音
＋
警
鐘
）

○
火
災
以
外
の
出
動
時

「
ウ
ー
・
ウ
ー
」（
サ
イ
レ

ン
音
の
み
）

※
救
急
車
は
従
来
の
と
お
り

「
ピ
ー
ポ
ー
」
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
9

▼
山
梨
県
最
低
賃
金

　1
時
間
…
７
０

６
円
↓
7
2
1
円
（
効
力
発
生
日
　

平
成
26
年
10
月
1
日
）　

■
問
合
せ
先 

・
山
梨
労
働
局
　
賃
金
室

　
☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
4

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5（
2
2
4
）5
6
1
1

　
労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
の
総
称
で
す
。
労
働
者
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
も
含
む
）
を
一
人
で
も
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
場
合
は
、
早

め
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
雇
用
保
険
適
用
課

　
☎
0
5
5（
2
3
2
）6
0
6
0

　（
2
1
#
）

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
7
日（
金
）　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
受
付
　
午
後
4
時
ま
で
）

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
11
月
16
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）  

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
11
月
14
日（
金
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　
市
役
所
本
館
2
階
　
2
0
1
会
議
室

■
問
合
せ
先
　（
社
）日
本
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
連
合
会
会
員
　
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
や
ま
な
し
（
堀
内
）　

　
☎
0
5
5（
2
5
1
）3
0
8
2

　
女
性
の
日
常
で
起
こ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
電
話
専

用
の
相
談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
期
間
は
、
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

▼
強
化
期
間

　
11
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
・
祝
）

○
時
間
（
強
化
週
間
期
間
中
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
▼
相
談
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0
|
0
7
0
|
8
1
0

▼
相
談
担
当
者
　
甲
府
地
方
法
務
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9

▼
日
時
　
11
月
19
日（
水
）　
　

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階
　
実
習
室
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
な
ど
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
山
梨
県
の
10
の
専
門
職
団
体
所
属
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
、

暮
ら
し
の
小
さ
な
問

題
か
ら
事
業
の
大
き

な
悩
み
ま
で
、
幅
広

く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
24
日

（
月
・
振
休
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
3
階

大
会
議
室

▼
10
士
業
　
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
弁
護

士
、
弁
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
中

小
企
業
診
断
士

▼
共
催
　
山
梨
県
、
甲
府
市
、
甲
府
商

工
会
議
所

※
相
談
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
日
本
弁
理
士
会
　
関
東

支
部
　
山
梨
委
員
会
（
志
村
）

　
☎
0
5
5
1（
2
2
）9
2
5
5

　
11
月
25
日（
火
）か
ら
12
月
1
日
（
月
）

は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
名
誉
ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の

配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
警
察
で
は
各
種
相
談
窓
口

を
設
け
、
被
害
者
ま
た
は
、
家
族
や
友

人
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

○
警
察
総
合
相
談
室

　
☎
＃
9
1
1
0

　
ま
た
は

　
☎
0
5
5（
2
3
3
）9
1
1
0
　

○
性
犯
罪
相
談

　
☎
0
5
5（
2
2
4
）5
1
1
0
　

○
児
童
・
青
少
年
相
談
　
　

　
☎
0
5
5（
2
3
5
）4
4
4
4

（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
）

○
笛
吹
警
察
署
安
全
相
談
　

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

2
6
2
）0
1
1
0

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

山
梨
の
10
士
業
に
よ
る
無

料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

犯
罪
被
害
者
週
間 

〜
笛
吹

警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ
〜

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す

る
無
料
相
談

消
防
車
両
の
サ
イ
レ
ン
音
を

使
い
分
け
て
出
動
し
ま
す

県
内
の
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

労
働
条
件
相
談

ほ
っ
と
ラ
イ
ン

お
知
ら
せ

笛
吹
市
結
婚
相
談
所

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

特
設
人
権
相
談
所

峡
東
地
域
就
農
相
談
会

　11月4日（火）から春日居支所事務所が現春日居支所
庁舎隣接北別館内へ移転します。
　現在、春日居支所は旧春日居町役場の建物を利用し
ていますが、耐震の問題や
支所の現状を踏まえ、建物
のスリム化を図り事務所を
移転することとなりました。
　所在地は、現状どおり「春
日居町寺本136番地」となり
ます。

春日居支所事務所が移転します

新春日居支所
(北別館)

■問合せ先  春日居支所 地域住民課 ☎0553（26）3111

現春日居支所
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

公営企業部業務課カラー複合機レンタル

石和町配水管布設替実施設計業務委託

配水管布設替設計業務委託（1工区）

交通安全施設設置用地測量設計業務

マンホールポンプ設置工事第2工区(石和)

八代ふるさと公園駐車場整備工事（1）

市道2-66号線舗装工事

市道2-61号線側溝改良工事（境川）

林道維持管理業務委託（その2）

緊急維持修繕業務委託4

緊急維持修繕業務委託5

下水道管渠布設工事第8工区（御坂）

かすがい東保育所庇改修工事

芦川若者定住促進住宅外壁改修工事

下水道管渠布設工事第10工区(石和)

公用車（小型貨物車バンタイプ4WD）購入

公用車（軽トラック4WD)購入

公用車（軽貨物車ワンボックスタイプ2WD)購入

公用車（電気自動車軽貨物ワンボックスタイプ）購入

向田水路測量設計業務委託

境川町大窪地内他測量設計業務委託

市道1-32号線測量設計業務委託

石和温泉駅前公園インターロッキング補修工事

下水道施設緊急補修業務委託2

農道5-2185号線改良工事

下水道管渠布設工事第11工区（御坂）

農道5-4203号線改良工事

市道1-13号線（旧石和13号線）道路改良工事（3工区）

導・送水管布設工事第1工区（小石和）

消防用ホース購入

情報系・業務系ネットワーク統合機器購入

笛吹市スコレーセンター周辺施設内下水道実施設計業務委託

（仮称）笛吹スマートIC側道設計業務委託

夏目原地内配水管布設替工事

舗装本復旧工事（一宮１工区）

蕎麦塚水路改修工事

緊急維持修繕業務委託６

市道6284号線側溝改修工事

市道3227号線道路改良工事

八代分庁舎改修工事

市役所公営企業部

御坂町・八代町・境川町

八代町高家

石和町下平井

八代町岡

芦川町鶯宿

境川町寺尾

御坂町・境川町・芦川町

石和町

一宮町・春日居町

御坂町井之上

春日居町加茂

芦川町上芦川

石和町下平井

市役所

市役所

市役所

市役所

石和町小石和

境川町大窪　他

八代町南・永井

石和町駅前

市内全域

御坂町尾山

御坂町蕎麦塚

八代町奈良原

石和町砂原

石和町小石和

石和町下平井

市内

石和町

八代町南

御坂町夏目原

一宮町竹原田

御坂町蕎麦塚

御坂町・八代町・境川町・芦川町

春日居町徳条

一宮町一ノ宮

八代町南

平成26年8月26日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成26年9月2日

平成26年9月9日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成26年9月16日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

¥65,040

¥5,550,000

¥5,800,000

¥960,000

¥8,300,000

¥1,990,000

¥4,700,000

¥1,880,000

¥2,800,000

¥6,930,000

¥6,890,000

¥2,850,000

―

―

¥38,000,000

¥1,510,640

¥1,522,454

¥1,409,864

¥2,624,980

¥2,400,000

¥7,600,000

¥16,250,000

¥2,500,000

―

¥4,978,000

¥11,250,000

¥14,370,000

¥35,950,000

¥44,400,000

¥812,500

¥6,200,000

¥1,200,000

¥3,900,000

¥3,200,000

¥5,550,000

¥1,530,000

¥6,730,000

¥10,300,000

¥18,340,000

¥36,900,000

¥86,250

¥7,650,000

¥8,550,000

¥1,090,000

¥11,371,000

¥2,140,000

¥4,710,000

¥2,530,000

¥3,630,000

¥9,330,000

¥9,320,000

¥3,570,000

―

―

¥49,446,000

¥1,690,000

¥1,810,000

¥2,109,000

¥2,683,000

¥2,540,000

¥8,260,000

¥18,120,000

¥2,590,000

―

¥6,450,000

¥14,690,000

¥16,680,000

¥46,410,000

¥57,681,000

¥1,180,000

¥7,960,000

¥1,200,000

¥4,220,000

¥3,498,000

¥5,590,000

¥1,800,000

¥8,350,000

¥13,240,000

¥23,110,000

¥44,640,000

（株）小林事務機

笛吹測量（株）

（株）関東日立山梨支社

（株）NIPPO山梨統括事業所

中央舗道建設（有）

名取建設(有)

（株）上組

（株）小越建設

（株）日工建設

（株）上野建工

不調

不調

矢崎興業（株）

(有)富士自動車

龍澤自動車整備工場

龍澤自動車整備工場

(有)富士自動車

森田測量（株）

（株）カワイ

（株）ブレーンズ

（株）アセラ技建笛吹営業所

不調

（株）日工建設

（株）上野建工

風間興業（株）

（株）芦沢組土木

（有）松山興業

東八防災（株）

（株）フジコー

（株）理工エンジニアリング

（株）カワイ

（株）佐野緑化土木

（株）日昇建設

（株）ジーコーポレーション

（株）日工建設

（株）小越建設

（株）日工建設

風間興業（株）

（株）シーエスエンジニアズ
甲府営業所

（株）東洋設計事務所
山梨出張所

石和町上平井・中川・
松本・唐柏・市部

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　11
月
9
日

（
日
）か
ら
15

日（
土
）ま
で

の
1
週
間
、

秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま

す
。　こ

の
運
動
は
、
市
民
の
方
々
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
ぎ
、
尊

い
生
命
と
貴
重
な

財
産
を
火
災
か
ら

守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
！

　「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
は
消
防
法

の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙
や
熱
な

ど
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警
報
音
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
火
災
の
早
期
発

見
に
大
変
有
効
で
す
。

《
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
》

　既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
き
ち
ん
と
警
報

器
が
作
動
す
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
維

持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　市
消
防
本
部

　☎
0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
9

　横
山
祥
子
氏
、
宮
川
正
氏
、
前
島
敏

彦
氏
が
新
し
く
監
査
委
員
と
し
て
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
た
な
監
査
委
員
の
構
成（
敬
称
略
）

代
表
監
査
委
員

　横
山
祥
子
（
御
坂
町
成
田
）

監
査
委
員

　宮
川

　正
（
御
坂
町
成
田
）

　前
島
敏
彦
（
一
宮
町
東
新
居
）

11
月
9
日
か
ら
15
日
は
秋
の

火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
！

市
の
新
し
い
監
査
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

西
川
の
会
会
長

　竹
村

　孝 

様

（
石
和
町
八
田
）【ま

ち
づ
く
り
寄
附
金
】

小
林
一
二
三 

様

（
石
和
町
四
日
市
場
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
】

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

　
10
月
号
7
ペ
ー
ジ
「
考
え
よ
う
!

公
共
施
設
①
」
の
市
内
公
共
施
設
の

総
延
床
面
積
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
22
万
8
0
0
㎡
」

で
す
。

　
8
ペ
ー
ジ
「
石
和
地
域
【
第
49
回

石
和
町
文
化
祭
】」
で
開
催
さ
れ
る

「
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
「
邦

楽
」
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
表
面
の
「
献
血
」
実

施
日
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
、「
10
月
3
日（
金
）」
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

火災予防運動中は、次の項目を重点的に推進します。

「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」
（平成26年度全国統一防火標語）

住宅用火災警報器の設
置促進

市社会福祉協議会が行う介護予防講座
に出向き普及啓発講演を実施します。

市内の対象施設に対し訓練実施依頼
文を送付します。

消防本部庁舎前に「火災予防運動実施
中」のパネルを掲示します。

移動タンク貯蔵所の常置場所におい
て検査を実施します。

期間中イオン石和店にて展示します。
ポスターを1000枚作製し、市内の事
業所に配布します。

立入検査により指導します。

立入検査により指導します。

市担当課と合同で独居老人世帯への
訪問防火診断を実施します（20件）。

独居老人世帯などに対
する訪問防火診断

自衛消防訓練の促進と
実施指導

防火啓発用パネルなど
の掲示

市内小学生に公募作製
した防火図画・防火ポ
スターの掲示と配布

移動タンク貯蔵所（タ
ンクローリー）の防火
安全対策の徹底

防災行政無線放送、消防車両ならびに大型物品販売店舗などの
店内放送による防火広報

避難施設・消防用設備
などの維持管理の徹底
防炎品の使用徹底

▼住宅防火対策の指導

▼旅館、ホテルなどの防火管理体制の指導

▼車両（タンクローリーなど）火災など予防対策

▼防火広報活動
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ごみの分別にご協力を！ごみの分別にご協力を！

　調査結果によると、生ごみの重量が半分近くを占めて
いて、水を吸った生ごみは、少量であっても非常に重た
いことが分かります。また、ペットボトルやミックスペーパ
ー、その他プラスチックなどが平均で3割混入している状

況です。ごみの削減に向け、各
家庭にて生ごみの水切りおよび
適切なごみの分別にご協力をお
願いします。

　環境推進課では、毎年ごみの組
成調査を実施しています。市内の
可燃ごみ置場をいくつか無作為に
選定し、そこからサンプルとなる可
燃ごみを持ち帰り、中身がどの程
度分別されているかを調べます。

　調査は、置場の使用状況などを視察する
とともに、持ち帰ったサンプルの中身を、
生ごみ、生ごみ以外の可燃ごみ、本来可
燃ごみとして出してはいけない混入物の3
種類に分類し、それぞれの重量を計測しま
す。調査結果は右のグラフのとおりです。

■問合せ先　環境推進課　☎055（262）4111

平成26年度 古タイヤ・バッテリー特別収集日程表平成26年度 古タイヤ・バッテリー特別収集日程表

※ホイールが付いていても回収
します。バッテリーは無料です。

市役所本館駐車場

境川支所裏駐車場
八代支所前駐車場

御坂支所駐車場

回収場所
午前８時～10時

午前８時～10時
午前８時～10時

午前８時～10時

収集時間回収日
12月6日（土）

12月7日（日）
12月7日（日）

12月7日（日）
一宮福祉センター前駐車場午前８時～11時12月6日（土）一　宮

春日居支所北側駐車場（商工会館裏）午前８時～10時12月6日（土）春日居
芦川ふるさと総合センター駐車場午前８時～10時12月6日（土）芦　川

石　和

境　川
八　代

御　坂

地　区

200円
500円
200円
200円
100円

一輪車
大型車
軽･普通車
テイラー・リヤカー
自転車
タイヤ回収料金（１本当たり）

▶日時　11月9日（日）　
　午前10時～午後3時
▶場所　甲府市環境センター
　　　　（甲府市上町601－4）
▶内容　再生自転車・家具の抽選販
売コーナー、フリーマーケット　ほか
■問合せ先　甲府市環境部  環境総室
　環境保全課 　☎055（241）4312

環境リサイクルフェア環境リサイクルフェア環境リサイクルフェア

　現在、犬を飼っている方を対象とした犬の飼い方教室を開催します。
犬の行動を理解して、しつけ方を学んでみましょう。
▶日　時　12月3日（水）　受付　午後1時30分から
　　　　　開催　午後2時～ 3時30分
▶場　所　東山梨合同庁舎101会議室（甲州市塩山上塩後1239－1）
▶講　師　山梨県動物愛護指導センター職員
▶参加費　無料　※要事前申し込み　※飼い犬の同伴はできません。
■申込・問合せ先　峡東保健所　衛生課　☎0553（20）2751

・勇気ある一言を！！
　　　見て見ぬふりは
　　　　　もうやめよう！
・キレイな地球は
　　　キレイなあなたの
　　　　　心から始まります

（市川勇介さんの作品）

今月の 環境標語犬の飼い方教室犬の飼い方教室犬の飼い方教室

生ごみ
43％

混入物
31％

可燃ゴミ
（生ごみ以外）
26％

←全体を通して、ペットボトルや食品容器
　（その他プラ）の混入が多くありました。

生ごみ以外
の可燃ごみ混入物

生ごみ

笛吹市男女共同参画推進委員会
No.95

「男女共同参画推進フォーラム～ひとりひとりの
活躍が社会を創る～」 に参加してきました！

　笛吹市から男女共同参画推進委員ほか総勢11人が研修に参加しました。
　注目の講演は、厚生労働事務次官　村木厚子さんの特別講演「女性の活躍促進と社会の活性
化」でした。
　村木さんは大阪地検特捜部との闘いで勝ち抜かれ、2013年から厚生労働事務次官として、少子高齢
化・障がい者政策、女性活躍促進など幅広い分野で活躍中の方です。労働省同期の夫との間に2人の娘
さんがおられ、しなやかで気丈な女性の片鱗を見せつつ、豊富な資料を提示されながら話されました。
　お話全体のどこを切り取っても、それなりの課題が提示されましたが、女性が本当に力を振るえる
のは、能力と経験値のかけ算　が印象的でした。

　参加者から寄せられた感想をお伝えします。
●村木さんの講演、データ分析が分かりやすく、自
身の事件を通じ一層強くなり、部下の人材育成に
役立っていることがよく分かった。
●村木さんの話、拘置所内の実体験がすごい。男女
共同参画は、大所高所からの啓発がもちろん必要
だが、身近なところから部下の人格・人権に配慮
しながらの対応や、それらを受け止める感性が必
要と改めて感じた。

　特別講演以外では、午前中と午後の2回、自分たち
で選択したワークショップにも参加しました。その
感想です。
●伊丹市の発表は発表者が自立していると思った。
市の参画推進についてのチェック機能や、市との
関係がうまくいっていると感じた。見習いたい。
●シングルで生きることの難しさを感じた。働くと
いうことについての世代間の認識の違いを痛感、
自分自身の働きについても再考する機会となった。
●山梨市のワークショップの内容は、立派と感心し
た。
●プレイバッカーズ（観客の体験談をもとに、その
ことを即座に劇として演じる劇団）の演技が面白かったので、笛吹市でも公演してもらったら学ぶこ
とが多いかもしれない。
　など、感想は様々でしたが、学んだことを今後の自分たちの活動につなげることを再確認した研修で
した。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎ 055（262）4111

ＮＷＥＣ（独立行政法人）「国立女性教育会館」平成26年度

今年度のフォーラムのポスター
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図
書
館
情
報
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図
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L I B R A R Y  E V E N T 図図図図イベントイベントイベント
●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

11
月
１
日（
土
）・
８
日（
土
）・
15
日

（
土
）・
22
日（
土
）・
29
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
タ
ン
タ
ン
秋
の

　ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　
11
月
20
日（
木
）
午
前
10
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
11
月
27
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
11
月
13
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

　
11
月
１
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
11
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
8
周
年
記
念
ス
ペ
シ

ャ
ル（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　
11
月
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
11
月
５
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
11
月
16
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

11
月
２
日（
日
）・
23
日（
日
・
祝
）・

30
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
11
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
11
月
19
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

　
11
月
14
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

11
月
８
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

11
月
1
日（
土
）・
15
日（
土
）・
22
日

（
土
）・
29
日（
土
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

11
月
５
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日

（
水
）・
26
日（
水
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会
 

　
11
月
１
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
児
、
幼
児
向
け
）

　
11
月
11
日（
火
）・
18
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
11
月
８
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
11
月
15
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や

　さ
く
ら
ん
ぼ

　
11
月
22
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　（
石
倉
） 
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◆
石
和
図
書
館

　

4
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

25
日（
火
）

◆
御
坂
図
書
館
 

5
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）・
28
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

4
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
・
振
休
）・
28
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館
 

3
日（
月
・
祝
）・
10
日（
月
）・
17
日

（
月
）・
24
日（
月
・
振
休
）

◆
境
川
図
書
室

2
日（
日
）・
3
日（
月
・
祝
）・
9
日

（
日
）・
16
日（
日
）・
23
日（
日
・
祝
）・

24
日（
月
・
振
休
）・
30
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

25
日（
火
）・
28
日（
金
）

11月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

ブックリサイクル
　保存期間を過ぎた雑誌、廃棄された一般図書・児童書などのブックリサイクル
を行います。100円で買っていただいた袋に詰め放題です。
▶日時・場所
○11月 3日（月・祝）　午前10時～午後3時　　　一宮図書館　前庭
○11月16日（日）　　　午前10時～午後2時　　　八代ふれあい祭りにて
○11月30日（日）　　　午前10時～午後2時30分　春日居あぐり情報ステーション ロビー

ハッピーバースデー  一宮図書館
　子どもから大人まで楽しめる内容でおはなし会とクラフトフェスティ
バルをします。皆さん一緒に一宮図書館の開館記念日を楽しみましょう。
クラフトフェスティバルには事前の申し込みが必要です。
▶日時　11月3日（月・祝）　午後2時から
▶場所　一宮図書館　前庭
※入場無料、一部要申し込み
■申込・問合せ先　一宮図書館　☎0553（47）5220

タンタン秋のスペシャルおはなし会
　図書館ボランティア「タンタン」のおはなし会です。読書の秋、食欲の秋･･･。楽しいお
はなし会の後は、市健康づくり課　栄養士と一緒に簡単な料理を作ります。皆さんでおい
しい秋の味覚を味わいましょう。
▶日　　時　11月20日（木）　午前10時から
▶場　　所　スコレーセンター２階　資料展示室・料理実習室
▶定　　員　20組
▶参　加　費　1組100円
▶持　ち　物　エプロン、三角巾
▶申込開始　11月1日（土）
▶協　　力　市健康づくり課　栄養士
※要申し込み
■申込・問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959

11月図書館イベント
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笛吹市の出来事いろいろ

　
8
月
23
日
、
笛
吹
市
緑
化
推
進
会

議
春
日
居
支
部
は
、
春
日
居
町
に
あ

る
長
谷
寺
境
内
の
学
校
林
で
春
日
居

中
学
校
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と

も
に
、
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
下
草
刈
り
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
曇
り
空
の
下
、
生
徒
た
ち
が

初
め
て
持
つ
ノ
コ
ギ
リ
や
ナ
タ
な
ど

を
使
っ
て
雑
木
や
生
い
茂
っ
た
雑
草

を
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
終
了

後
、
き
れ
い
に
な
っ
た
学
校
林
を
見

て
生
徒
た
ち
は
、
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
の
中

で
自
然
に
触
れ
る
と
い
う
体
験
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
林
は
、
治
山
･
治
水
に
よ
る

国
土
保
全
の
趣
旨
に
基
づ
き
整
備
を

行
い
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
が
こ

れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
造
林
意

欲
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
造
林
技

術
を
習
得

し
模
範
造

林
を
目
的

と
し
て
い

ま
す
。

フッキーもキャンペーンに参加し、
皆さんに喜んでいただきました

　
9
月
6
日
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

5
カ
所
で
、
下
水
道
の
加
入
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
9
月
10
日
の
「
下
水
道
の

日
」
に
合
わ
せ
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
下
水
道
課
の
職
員
が
ス
ー
パ

ー
の
出
入
り
口
に
立
ち
、
訪
れ
た
お

客
さ
ん
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
配
布
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
多
く
の
方
に
足
を
止
め
て
い
た

だ
き
約
1
7
0
0
人
の
方
に
配
布
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
下
水
道

へ
の
接
続
と
適
切
な
使
用
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
9
月
9
日
、
市
消
防
本
部
は
、

イ
オ
ン
石
和
店
で
、
救
急
の
日
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
イ
オ
ン
石
和
店
の
利

用
客
や
従
業
員
な
ど
を
対
象
に
、

応
急
手
当
に
つ
い
て
の
知
識
・
実

技
な
ど
の
指
導
や
救
急
車
の
適
正

利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
応
急
手
当
は
、
そ
ば
に
い
る
人

の
心
臓
や
呼
吸
が
急
に
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
時
、
冷
静
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
誰
も
が
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を
真
剣
に
聞
き
入
り
、

体
験
し
て
い
ま
し
た
。

101歳の窪田義則さん＝春日居町

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
満
77
歳
７
０

７
人
、
満
88
歳
３
２
６
人
、
満
１

０
０
歳
以
上
56
人
の
方
々
に
敬
老

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
に
は
倉
嶋
市
長
ら
関

係
者
が
１
０
０
歳
以
上
の
方
の
う

ち
20
人
を
直
接
訪
問
し
ま
し
た
。

　
長
寿
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
記
念

品
や
祝
金
、
市
内
小
学
生
が
書
い

た
お
祝
い
の
手
紙
な
ど
が
贈
ら

れ
、
長
寿
の
秘
訣
や
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

慶
祝
訪
問

身
近
な
自
然
の

大
切
さ
を
実
感

春
日
居
中
学
校
生
徒
が
学
校
林
を
整
備

衛
生
的
な
ま
ち
へ
の

関
心
を
高
め
る

下
水
道
の
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト

森林整備を行う春日居中学校の生徒ら

ダミー人形を使った応急手当の講習

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
12
月
1
日（
月
）

ま
で
開
催
し
て
い

る
「
甲
斐
の
黒
駒
」

展
に
関
連
し
た
、

11
月
の
主
な
イ
ベ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
詳
し
く
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
木
曽
馬
に
乗
っ
て
み
よ
う
」

▼
対
象

　中
学
生
以
下

※
1
人
で
乗
れ
な
い
乳
幼
児
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　11
月
1
日（
土
）・
24
日（
月
・

振
休
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜
午

後
1
時
は
除
く
）

▼
場
所

　エ
ン
ト
ラ
ン
ス
付
近

※
詳
し
く
は
、
広
報
ふ
え
ふ
き
10
月
号
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
た
博
物
館
の
お
庭

で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
畑
で
の
収
穫
祭

（
野
菜
の
収
穫
体
験
）、
館
内
で
の
折
り
紙

教
室
や
鎧
兜
と
十
二
単
衣
の
試
着
体
験

（
子
ど
も
の
み
）、
芋
煮
の
試
食
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
秋
の
1
日
を
、
家
族
そ
ろ
っ
て

の
ん
び
り
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　11
月
20
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

※
申
し
込
み
不
要

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
開
催
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
定
員
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
11
月
20
日（
木
・
県
民
の
日
）は
、
常

設
・
企
画
展
と
も
無
料
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

記
念
講
演
会
「
馬
の
来
た
道
〜
東
ア

ジ
ア
世
界
の
馬
文
化
〜
」

　
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
馬
具
、
馬
骨

に
関
す
る
研
究
成
果
を
も
と
に
、
東
ア
ジ

ア
か
ら
日
本
列
島
へ
馬
文
化
導
入
の
過
程

を
、
基
調
講
演
や
研
究
報
告
3
本
の
お

話
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

▼
日
時

　11
月
23
日（
日
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
5
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室

※
申
し
込
み
不
要
、
聴
講
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
useum

.pref.yam
a

nashi.jp/

か
い
じ
あ
む
の
秋
ま
つ
り

き
そ
う
ま

企
画
展
「
甲
斐
の
黒
駒
」
展

関
連
イ
ベ
ン
ト

木曽馬（紅葉台木曽馬牧場）

釈迦堂遺跡博物館で所有して
いる「土偶」

釈迦堂遺跡博物館だより
▼
期
間
　
12
月
15
日（
月
）ま
で

▼
場
所

　企
画
展
示
室

▼
期
間

　12
月
15
日（
月
）ま
で

※
特
別
展
開
催
期
間
中

▼
日
程

　11
月
3
日（
月
・
祝
）

▼
内
容

　

○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い

　
午
前
10
時
か
ら
（
先
着
1
0
0
人
）

○「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
表
彰
式

　
午
前
10
時
か
ら

○
収
蔵
庫
特
別
公
開

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
入
館
無
料

　
特
別
展
「
土
偶
」・「
お
お
む
か
し

の
人
の
絵
」
展
・
開
館
記
念
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
広
報
ふ
え

ふ
き
10
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
器
や
土
偶
を
焼
く
た
め
の
野
焼

き
の
火
を
囲
み
な
が
ら
、
ど
ん
ぐ
り

縄
文
な
べ
を
食
べ
た
り
、
ど
ん
ぐ
り

ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
た
り
…
。
自
然
の

中
で
縄
文
文
化
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　11
月
22
日（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
場
所

　縄
文
広
場

▼
内
容

　縄
文
な
べ
の
無
料
配
布
・

ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
・
縄
文

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
弓
矢
体
験
・

す
り
石
体
験
・
火
お
こ
し
体
験

※
申
し
込
み
不
要

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
　

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

し
ゃ
か
ど
う

縄
文
ま
つ
り

特
別
展「
土
偶
」

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
お
お
む
か
し
の
人
の

絵
」展
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①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　年に一度の川中島合戦
や県内でも有名な花火大
会です。
②自分自身のこれからの夢や目標
　自分で作った水族館を山梨に建てたいで
す。海のない山梨ですが、いろいろな魚の
美しさを山梨の人にも伝えたいです。
③これからの笛吹市
　小さな力で大きなキセキが生まれる市に
なったらいいと思います。例えば「みんなで
少しずつゴミを拾えば笛吹市がきれいにな
る」、そんな市になったらいいと思います。

児童会長　山下勇樹さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　桃のピンクのじゅうた
ん、桃やぶどうの果実、
温泉など1年間をとおして
観光のまちで、たくさんの人をおもてなし
できるところが好きです。

②自分自身のこれからの夢や目標
　英語の先生になってたくさんの人に英語
を教えてあげたいです。海外の人に日本や
笛吹市の良いところを伝えたいです。

③これからの笛吹市
　どんな世代の人にも優しく住みやすい市
になってほしいです。

児童会長　五味真奈美さん

①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　緑が多いところ、まち
の人がやさしいところ、
新鮮な野菜や果物が手に
入りやすいところが好きです。温泉や足湯
が気軽に楽しめるところ、ワインが有名な
ところ、果物がおいしいところが自慢です。
②自分自身のこれからの夢や目標
　医者になって病気で苦しんでいる人を助
けたいです。病気に対する心配や不安も取
り除いてあげたいです。
③これからの笛吹市
　　・　・　が守られる誰でも過ごしやす
い市にしたいです。
　 全が守られる市…観光客が多いので、
道路を整備したり、案内図や点字ブロック
などを増やす。
　 しみのある市…声かけやあいさつがさ
らに気軽にできるようにする。
　 境を大切にする市…ゴミの分別をさら
に努力する。

児童会長　小澤竜一郎さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　一つ目はスコレーセン
ターです。図書館にはた
くさんの本があり、静か
に落ち着いて本が読めたり、勉強ができま
す。パリオでは工作などいろいろな体験が
できたり、ホールではコンサートが開かれ
たりします。子どもから大人まで楽しめる
場所だと思います。二つ目は金川の森で
す。いろいろな遊具やおもしろい自転車が
あり、楽しく遊べます。公園は広く、かぶ
と虫の森や古墳もあって一日中いてもあき
ることはありません。
②自分自身のこれからの夢や目標
　薬剤師になりたいです。夏休みに薬剤師
体験に行き、機械で薬を朝・昼・夕に分け
たり、軟こうを作ったりしてとても楽しか
ったです。薬剤師になって、薬を作って病
気の人を治してあげたいと思います。
③これからの笛吹市
　子どもたちが安心して遊べる公園が増
え、いつでも子どもの笑顔があふれ笑い声
がひびく市になったらいいと思います。

児童会長　穐山ひかるさん

石和南小学校 石和東小学校

石和北小学校 富士見小学校

安

安

親

親

環

環

n
o
.8
2

■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎ 055（261）3339

　8月、境川地区青少年育成推進協議会主催で、「ランドセル俳
人の五・七・五」の著者、小林　凜君（現在中学1年生）とお
母さんを大阪から招いて、トークショーおよび山廬にて俳句を
詠むという体験活動をしました。当日は市内の小学生約120人
の参加があり、とても熱気がある中での開催になりました。
　まず、境川総合会館で、凜君とお母さんを交えてのトークシ
ョー、その後選者の雨宮更聞先生から俳句を作るためのワンポ
イントアドバイスを聞き、凜君と一緒に一路山廬へ（山廬とは、
俳人飯田蛇笏、飯田龍太父子が生涯を過ごした居宅）。
　普段は非公開とされている山廬は、山廬文化振興会理事長の
飯田さんのご協力により特別に公開され、そこで子どもたちは
俳人飯田蛇笏、龍太の息吹を感じながら、短冊を手に俳句を詠
むという貴重な体験をしました。この日は大変暑い日でした
が、裏庭の竹林はさわやかな風が通り抜け、一時暑さを忘れさ
せてくれたように思いました。選者の先生方のご協力もあり、
子どもたちも自ら詠んだ句を手に満足そうでした。
　これからも俳句の里、境川から「俳句」を通して子どもたち
に、見て、聞いて、感じるということ、地域を大切にすること
を発信していきたいと考えています。

小林 凜君と山廬めぐり
「ランドセル俳人の五・七・五」著者 青少年育成コーディネーター通信

さんろりん

～私たちが考える笛吹市～①
笛吹市の子どもたちに聞きました笛吹市の子どもたちに聞きました

市制施行10周年特別企画

こうぶん

卓球男子の皆さん、10連覇達成おめでとうございます 開会式に参加した皆さん

▼第3位（4競技）
○体操　○ハンドボール男子　○バドミントン男子
○柔道　

▼優勝（11競技）
○ソフトテニス男子　○卓球男子　○バレーボール女子
○ラグビー　○ソフトボール男子　○ソフトボール女子
○弓道女子　○空手道　○ボウリング　○ゲートボール男子
○ターゲット・バードゴルフ男子

▼準優勝（8競技）
　○ソフトテニス女子　○相撲　○バドミントン女子
　○ライフル射撃　○テニス男子　○バウンドテニス男子
　○バウンドテニス女子　○ターゲット・バードゴルフ女子

山
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県
体
育
祭
り

笛
吹
市
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年
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続  

総
合
2
位

　7
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日
（
夏
季
大
会
）
か
ら
開
催

さ
れ
た
第
67
回
山
梨
県
体
育
祭
り
は
、

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
中
心
に
県
内
の

各
施
設
で
開
催
さ
れ
、
市
の
部
総
合
2

位
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今
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　卓
球
男
子
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見
事
10
連
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を
達
成
し
ま
し
た
。

　監
督
お
よ
び
選
手
の
皆
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

市内の小学校・中学校・高校の児童・生徒会長へのインタビューをシリーズでお伝えします。
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地域ぐるみで子育てを支援
～ふえふき ちびっこまつり～

10月7日、未就園児を持つ親子を対象に、「第10回 ふえ
ふき ちびっこまつり」が開催されました。このイベントは、子
育て世代の親子が交流する機会を持ち、仲間づくりの
きっかけとしてもらうことを目的としています。会場では、子
育て支援団体によるあそびのコーナーや子育て相談、食
育相談、ふれあい動物園などが開設され、多くの親子が
参加しました。クマさんの仮装がとても似合っていますね！

表紙の写真

▶場　所　スコレーセンター
▶入場料　笛吹きたちのリサイタルとオーケストラコンサートのセットで1,000円（高校生以下500円）
▶助　成　芸術文化振興基金

　全国から集まったトロンボーンアンサンブル団体による個性的なステ
ージ、参加者全員による大合奏をお楽しみください。
▶日時　11月16日（日）　開場　午後0時30分　開演　午後1時
▶場所　スコレーセンター
▶入場料　無料
※詳細は全国・市民トロンボーンアンサンブル・フォーラム実行委員会
　ホームページでもご覧いただけます。http://tbforum.jimdo.com/

■問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　☎055（26 3）79 5 9

昨年のコンサートから

頑張って練習しています！
みんな見に来てね♪

　ルネサンス期からバロック初期まで
よく使われていた楽器、ツィンクの世
界一の奏者ともいわれているドロン・
シェルヴィン氏が来日！一流プレイヤ
ーの演奏を、素晴らしい共演者の演奏
とともにお楽しみください。
▶日時　12月14日（日）
　開場　午後6時30分　開演　午後7時
▶場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
▶入場料（前売り）　一般2,000円（学生1,000円）※当日各500円増し

■問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　☎

　全国から集まった演奏者が、オーケストラコンサートで練習の成果を披露します。「笛吹きたちのリサ
イタル」「ロビーコンサート」「絵画展」「笛吹市の子どもたちによる邦楽演奏」もあります。　
　 笛吹きたちのリサイタル
▶日時　11月22日（土）　開場　午後0時30分　開演　午後1時
▶出演　○奥田徹（尺八）　○大沢聡（オカリナ）　　○奥山初枝（ピアノ）
▶曲目　○滝落／古典本曲　○チャルダッシュ／モンティ ほか　
　 ロビーコンサート（入場無料）
▶日時　○11月22日（土）午後5時　○11月23日（日・祝）正午、午後5時　
　 笛吹市の子どもたちによる邦楽演奏（入場無料）
▶日時　11月24日（月・振休）　午後0時30分　
　 オーケストラコンサート
▶日時　11月24日（月・振休）　開場　午後1時30分 　開演　午後2時
▶曲目　○交響曲第6番「田園」／ベートーヴェン　○ピアノ協奏曲第24番／モーツァルト　ほか

イタル」「ロビーコンサート」「絵画展」「笛吹市の子どもたちによる邦楽演奏」もあります。

昨年のオーケストラコンサートから

片野耕喜（テノール）川口聖加（ソプラノ）
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）
と
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ク
）（
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ら
）

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  70,987人（－53） ●世帯  28,294世帯（－12）
　　　　　　　     ●男　  34,458人（－17） ●女　  36,529人（－36）
　　　　　　　     H26.10.1現在（　）は前月比

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

● 発行／2014．11． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

　全国から集まったトロンボーンアンサンブル団体による個性的なステ

トロンボーン アンサンブルコンサート
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甘美で華麗なる音楽～ツィンクの世界的名手、ドロン・シェルヴィン氏を迎えて～

　全国から集まった演奏者が、オーケストラコンサートで練習の成果を披露します。「笛吹きたちのリサ

第7回 笛吹音楽祭

▶日時

▶日時

▶日時

▶日時



2014

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

20日 ◇平成26年度下水道受益者負担金　第3期督促状発送日（芦川町除く）

25日 ◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域
◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋）、四日市場（日の出）、市部、窪中島、八田、山崎、松本、駅前、
　　　　　山岸、下平井、上平井、中川
●八代町　北、高家、増利、米倉、竹居、大間田
●一宮町　末木、本都塚、北都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、小城、上矢作、
　　　　　下矢作、桃の里団地、竹原田、東原
●御坂町　全域　　●春日居町　全域

12月1日
◇保育料11月分口座振替日
◇固定資産税第３期納期限・口座振替日
◇国民健康保険税第５期納期限・口座振替日
◇後期高齢者医療保険料第5期納期限・口座振替日

月11

M E M O

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・境川防災センター
・対象　境川地区保育所（園）
●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・PM5:15～7:00
・市役所保健福祉館保育課
●結婚相談所
・PM1:30～4:00
・春日居コミュニティーセンター

●軽スポーツ教室
・PM8:00～
・若彦路ふれあいスポーツ館

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
●第9回笛吹市一周駅伝競走
大会
・AM9:00～PM2:30（開会）
・市内各所

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・八代支所
・対象　八代地区保育所（園）

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・八代支所
・対象　八代地区保育所（園）

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・御坂支所
・対象　御坂地区保育所（園）

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション
●平成27年度保育所（園）入所申込受付
・PM5:15～7:00
・市役所保健福祉館保育課
●宝くじ文化公演淑女のロマンス（要入
場券）　・PM6:30～9:00（開演）
・スコレーセンター
●献血　・八代支所
ＡＭ9:30～11:30 （受付）
PM0:30～3:30　（受付）

●総合相談（法律・福祉・人権・行
政・消費生活）（要予約）
・PM1:30～3:30
・一宮保健センター
・申込・問合せ先　上記
●多重債務相談会
・PM1:30～3:00
・スコレーパリオ
●平成27年度保育所（園）入所
申込受付
・AM8:30～PM5:15
・一宮支所
・対象　一宮地区保育所（園）

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・市役所保健福祉館
・対象　石和地区保育所（園）
●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・PM5:15～7:00
・市役所保健福祉館保育課
●献血　・御坂支所
ＡＭ9:30～11:30 （受付）

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・御坂支所
・対象　御坂地区保育所（園）

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・坊ヶ峯ふれあいセンター
・申込・問合せ先　上記
●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・市役所保健福祉館
・対象　石和地区保育所（園）

●総合相談（福祉・行政）
　（要予約）
・PM1:30～3:30
・芦川ふれあいプラザ
・申込・問合せ先　上記
●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・芦川支所
・対象　芦川地区保育所（園）

●第7回笛吹音楽祭
　笛吹きたちのリサイタル
・PM1:00～3:00 （開演）
・スコレーセンター

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・一宮支所
・対象　一宮地区保育所（園）

●第10回笛吹市文化祭
・AM9:00～PM4:30（開会）
・いちのみや桃の里ふれあい
 文化館
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～PM5:15
・市役所保健福祉館
・対象　石和地区保育所（園）

●平成27年度保育所（園）入
所申込受付
・AM8:30～正午
・市役所保健福祉館保育課

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
・市役所市民窓口館

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・スコレーパリオ
・申込・問合せ先　上記
●介護予防講演会
・PM1:30 ～ 3:30
・八代総合会館
（市内在住おおむね65歳以上
の方）

●第7回笛吹音楽祭
　オーケストラコンサート
・PM 2:00～4:00 （開演）
・スコレーセンター

●日曜窓口開設
　・AM8:30～PM5:15
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
・市役所市民窓口館
●結婚相談所
・AM9:00～11:30
・春日居福祉保健センター
●第10回笛吹市文化祭
・AM9:00～PM3:00
・いちのみや桃の里ふれあい文化館
・いちのみや桃の里スポーツ公園体育館
●第2回全国トロンボーンアンサンブ
ルコンサート
・PM1:00～3:30 （開演）
・スコレーセンター

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館

●日曜窓口開設（国民健康保険
業務関係一部開設）
・ＡＭ8:30～ＰＭ5:15
・市役所市民窓口館　

●第1回石和・春日居温泉郷富
士山眺望トレイルラン＆ウォ
ーク
・AM8:00～PM3:00
・松本山大臓経寺境内スタート
・25ｋｍトレイルラン
 12ｋｍトレイルラン＆ウォーク

友引先勝
文化の日

赤口

大安

先負友引先勝

赤口大安仏滅先負

仏滅先負友引

大安
勤労感謝の日

赤口

先勝赤口大安仏滅

仏滅

大安

先勝赤口大安

仏滅先負友引赤口
振替休日

先勝

1
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30
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保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

M E M O

11月

11月 2 0 1 4

2 0 1 4

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

10日(月)・17日(月)　　　AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 6日（木）・13日（木）・20日（木）・
27日（木） PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

2
（日）

2
（日）

川中島・八田・四日市場・
広瀬

9
（日）

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

16
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田

30
（日）

東町・長塚・西町・今井

23
（日）

中川・小石和・井戸

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

9
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

16
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

23
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

1
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

2
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

8
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

9
（日）

月・金

土

15
（土）

月・木

土

20
（木）

月・木

土

8
（土）

15
（土）

南・増田・永井・
米倉19

（水）

北・高家・岡・
竹居・奈良原20

（木）

月・木

2
（日）

2
（日）

マタニ
ティ
スクール

PM1:00～
1:15受付19日(水)

平成24年12月～平成25年6月生
の保護者

AM9:00～
9:10受付　

パパと一緒に
楽しい育児

平成27年2月～3月出産予定の
初産婦

15日(土)

育児学級

AM9:30～
9:45受付6日(木)

AM9:30～
9:45受付

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法

離乳食教室

パクパク教室

第1子が平成26年5月生の保護者

第1子が平成26年6月生の保護者

26日(水)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

BCG

平成２５年11月生まれ

平成２６年9月生まれ

平成１５年11月生まれ

平成２３年11月生まれ日本脳炎1期
平成17年11月生まれ日本脳炎2期

麻しん・風しん混合1期
四種混合(ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ)

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成２６年10月生まれ
平成２５年11月生まれ

ロ　　タ

水　　痘

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

市
役
所
保
健
福
祉
館

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成26年7月1日～7月16日生 11日(火)

平成26年7月17日～7月31日生 25日(火)

10カ月児
健康診査

平成26年1月1日～1月13日生 12日(水)

平成26年1月14日～1月31日生 26日(水)

平成25年3月19日～4月5日生 7日(金)

平成25年4月6日～4月23日生 28日(金)

平成24年9月15日～10月4日生 14日(金)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成21年10月24日～11月8日生 5日(水)

平成21年11月9日～11月23日生 13日(木)

平成23年8月8日～8月21日生 4日(火)

平成23年8月22日～9月12日生 18日(火)

2歳児歯科
健康診査

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知ら
せをします。接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前の予
診票をお持ちの方は、健康づくり課までご連絡ください。

※水痘ワクチンは、10月1日から定期接種に変わりました。
定期接種対象者：12月～36月に至るまでの児は1人2
回。特例対象者（平成26年度末までの実施）：36月～60
月に至るまでの児は1人1回。どちらの対象者についても、
水痘に罹患している方、すでに接種が済んでいる方は対
象外になります。対象者には個別の通知を行っています。

※子宮頚がんの予防ワク
チンの接種については、
積極的にはお勧めして
いません。接種にあたっ
ては、有効性とリスクを
理解した上で受けてくだ
さい。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防

接
種

◆ ◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ ◆
【集団健診のお知らせ (石和町)】
▶日時　11月17日（月）～21日（金）　AM８：３０～１０：３０受付
▶場所　スコレーセンター
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